
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
『
源
氏
物
語
』
研
究

中
　
城
　
さ
と
子

【
要
旨
】

　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
手
沢
本
の
本
文
が
兼
良
の
耕
雲
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
提
示
す
る
。
宗
祇
の
源
氏
講
釈
を
核
と
し
た
三
人
の
共
同
研
究
で

青
表
紙
本
化
が
大
き
く
進
捗
し
た
こ
と
を
、
現
存
し
て
い
る
兼
良
著
『
源
氏
和
秘
抄
』・
宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』・
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
調
査
を
行
い
そ
の
調
査
結
果
か

ら
読
み
解
く
。
こ
の
分
析
の
基
盤
に
は
、
三
人
の
共
同
研
究
の
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
の
本
文
が
同
一
本
文
と
み
な
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
人
の
共
同
研
究
の
終
了
時
ま
で

は
そ
の
本
文
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
と
す
る
考
え
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
青
表
紙
本
化
に
寄
与
し
た
校
合
本
に
正
徹
本
が
あ
っ
た
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
に
基
づ
い

て
論
じ
た
。
そ
し
て
、
三
人
の
共
同
研
究
の
終
了
後
に
は
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
入
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
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は
じ
め
に

　

三
条
西
家
の
家
本
は
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
一
日
に
書
写
了
と
な
り
成
立
し

た
文
明
本
（
以
下
、
当
初
の
書
入
れ
の
な
い
状
態
の
本
を
「
原
態
文
明
本
」
と
、
書

入
れ
の
入
っ
た
状
態
の
本
を
「
書
入
文
明
本
」
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
を
始
発
と

し
、
何
回
か
の
売
却
と
再
生
を
経
て
日
大
本
と
実
枝
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
）
へ
と
展
開

し
た

（
１
）。

こ
の
原
態
文
明
本
は
、
実
隆
邸
で
宗
祇
と
肖
柏
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
同

年
同
月
二
八
日
に
開
始
さ
れ
た
源
氏
講
釈
の
受
講
に
備
え
て
作
成
さ
れ
た
。

　

連
歌
師
の
古
典
研
究
は
、
宗
祇
に
到
っ
て
一
挙
に
開
花
し
、
宗
祇
が
『
源
氏
物
語
』

（
以
下
『
源
氏
』）
を
本
格
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
条
兼
良
の
教
え
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ

（
２
）、

中
院
家
の
出
の
肖
柏
の
方
は
、
一
条
兼
良

に
学
ぶ
と
と
も
に
宗
祇
の
門
人
と
な
り
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
堺
伝
授
の
祖
と

な
っ
た
。
当
初
の
実
隆
を
含
む
三
人
を
見
る
と
、
師
匠
格
は
宗
祇
で
あ
り
、
受
講
者

は
実
隆
、
中
間
的
存
在
が
肖
柏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
源
氏
講
釈
で
使
用
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
師
匠
格
の
宗
祇
の
本
と
推
測
す
る

（
３
）。

　

し
か
し
、宗
祇
所
持
の『
源
氏
』は
伝
来
せ
ず
、そ
の
著
作
で
あ
る『
紫
塵
愚
抄
』（
長

享
二
年
1488
以
前
の
成
立
）『
雨
夜
談
抄
』（
文
明
一
七
年
1485
七
月
の
成
立
）、
そ
の
他

に
見
ら
れ
る
引
用
本
文
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
あ
ま
り
忠
実
な
引
用
で
は
な

く
、
細
部
ま
で
は
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い

（
４
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
が
、
本

稿
で
は
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
三
人
に
着
目
し
て
論
じ
る
。

一　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
と
手
沢
本

　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
が
『
源
氏
』
研
究
を
始
め
た
の
は
宗
祇
が
東
国
か
ら
帰
京
（
文

明
五
年
1573
秋
）（

５
）

し
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
指
導
者
の
役
目

を
担
っ
た
の
が
宗
祇
で
あ
り
、
実
隆
は
教
え
を
受
け
る
立
場
で
、
二
者
の
中
間
に
肖

柏
が
い
た
。
そ
し
て
、
三
者
の
『
源
氏
』
研
究
が
共
同
で
な
さ
れ
た
の
は
、
宗
祇
の

源
氏
講
釈
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
～
翌
年
六
月
一
八
日
）
の
期
間
中
で
あ

る
。

　

源
氏
講
釈
を
受
講
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、
先
述
し
た
と
お
り
実
隆
の
本

は
宗
祇
の
手
沢
本
を
写
し
て
成
立
し
た
文
明
本
で
あ
り
、
肖
柏
の
本
は
文
明
八
年
1476

に
新
写
し
た
手
沢
本
②
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

（
６
）。

つ
ま
り
こ
の
講
釈
の
開
始

時
の
三
者
の
手
沢
本
は
、
か
つ
て
兼
良
の
講
釈
を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
宗
祇
の
本

は
兼
良
本
写
し
、
同
様
に
肖
柏
の
本
も
兼
良
本
写
し
、
実
隆
の
本
が
宗
祇
本
写
し
で

あ
り
、
三
本
と
も
同
文
と
見
做
せ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
講
釈
の
開
始
時
か
ら

本
文
校
訂
の
側
面
の
あ
っ
た
ろ
う
共
同
研
究
の
終
了
時
（
講
釈
終
了
こ
ろ
）
ま
で
の

間
は
、
三
本
が
同
一
視
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
三
本
に
は
講
釈
中

で
の
書
入
れ
が
加
わ
り
、
一
年
余
り
か
か
っ
た
講
釈
の
終
了
後
に
は
、
実
隆
の
手
沢

本
で
あ
る
文
明
本
に
は
多
く
の
書
入
れ
が
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
隆
は
こ
の

手
沢
本
を
永
正
三
年
1506
ま
で
使
い
続
け
る
。
一
方
、
講
釈
終
了
（
文
明
一
八
年
1486
六

月
一
八
日
）
後
、
宗
祇
に
つ
い
て
は
新
た
に
宗
祇
手
沢
本
②

（
７
）

が
、
肖
柏
に
つ
い

て
は
肖
柏
手
沢
本
③
が
作
成
さ
れ
た

（
８
）、

と
推
測
さ
れ
る
。

二　

三
人
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
出
発
点
と
し
て
の
耕
雲
本

　

三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
先
達
で
あ
っ
た
宗
祇
の
本
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
肖
柏
の
本
、
実
隆
の
本
に
つ
い
て
も
考
え
る
。
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（
一
）　

宗
祇
の
本

　

青
表
紙
本
を
宗
祇
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
人
物
に
志
多
良
が
い
る
。
宗
祇
の
本
は
こ

の
人
物
の
本
を
写
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

１　

志
多
良

　

志
多
良
の
出
て
く
る
『
紹
巴
抄
』（
安
田
女
子
大
学
図
書
館
蔵
稲
賀
文
庫
）
の
巻

頭
部
分
を
掲
出
す
る
（
本
文
は
ミ
セ
ケ
チ
後
の
も
の
と
し
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に

改
め
た
）。

此
物
語
に
本
の
差
異
あ
り 

定
家
卿
御
自
筆
青
表
紙 

中
比
断
絶
の
や
う
な
り
し    

事
は 

河
内
守
光
行
源
氏
物
語
を
取
分
も
て
あ
そ
は
れ
し
ま
ゝ 

河
内
本
と
世
間    

に
云
な
ら
は
せ
り 

耕
雲
∧
花
山
院
／
御
祖
流
∨
河
内
本
を
伝
し
て 

心
得
か
た

き
所
〳
〵
を
な
を
さ
れ
し
本
を
用
給
ひ 

紫
明 

水
源 
両
抄
に
御
会
尺
有
て 

河

海
抄
御
述
作
と
い
へ
り 

花
鳥
余
情
又
お
な
し 

爰
ニ
宗
祇 
定
家
卿
御
本
の
御
流

を
床
敷
思
は
れ
て 

志
多
良
∧
奉
公
ノ
／
人
也
∨
と
云
し
人
に
あ
ひ
申
さ
れ 

青

表
紙
伝
授
し
て
後 

猶
不
審
を
一
条
禅
閣
御
所
へ
き
は
め
て 

三
条
西
殿
∧
内
府

／
逍
遥
院
殿
∨
へ
講
釈
申
さ
る
ゝ
と
い
へ
と
も 

禁
中
の
ふ
か
き
事
は
逍
遥
院

殿
へ
尋
申
さ
れ
し
事
と
あ
り （
後
略
）  

  ま
ず
、
宗
祇
が
志
多
良
か
ら
受
け
た
と
あ
る
「
青
表
紙
伝
授
」
と
は
「
青
表
紙
本

五
四
帖
を
伝
受
し
た
（
受
け
継
い
だ
）」
意
な
の
か
。
そ
れ
と
も
「
青
表
紙
本
に
つ

い
て
の
秘
説
め
い
た
こ
と
を
伝
受
し
た
」
意
な
の
か
。

　

一
般
的
に
「
伝
授
（
受
）」
と
は
、「
伝
え
を
授
（
受
）
け
る
こ
と
。
特
に
学
問
・

宗
教
・
芸
道
な
ど
の
奥
義
や
秘
事
の
伝
え
を
授
（
受
）
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
類
推
す
れ
ば
、
宗
祇
が
受
け
た
「
青
表
紙
伝
受
」
と
は
「
青
表
紙
本
に
つ
い
て

の
秘
説
め
い
た
こ
と
の
伝
え
を
受
け
た
」
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
秘

説
め
い
た
こ
と
」
と
は
、「
青
表
紙
本
の
特
徴
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
例
え
ば
、
大

内
政
弘
（
1446
～
1495
）
が
猪
苗
代
兼
載
（
1452
～
1510
）
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
と
い
う
『
源

氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』（
延
徳
二
年
1490
成
立
）
な
ど
の
類

い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
書
物
の
形
で
教
え
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
簡
便
に

青
表
紙
本
で
あ
る
こ
と
を
鑑
定
で
き
る
箇
所
を
宗
祇
は
志
多
良
か
ら
教
わ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宗
祇
の
最
初
の
所
持
本
は
志
多
良
の
本
を
写
し
た
も
の
で
は
な

い
、
と
判
断
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
兼
載
が
『
源
氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』
を
著

し
得
た
の
は
、
独
力
に
よ
っ
て
な
の
か
。
い
や
、
兼
載
も
誰
か
か
ら
教
わ
っ
て
著
し

た
は
ず
で
あ
る
。
兼
載
に
そ
れ
を
教
え
得
た
の
は
、
誰
な
の
か
。

　

松
原
一
義
氏
の
論
文
「
木
戸
孝
範
と
『
塵
荊
抄
』
の
成
立 

―
付
「
志
多
良
」

の
こ
と
―
」（

９
）

に
、
金
子
金
次
郎
著
『
連
歌
師
兼
載
伝
考
新
版
』（
桜
楓
社
、

一
九
七
七
）
に
関
連
記
事
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
記
事
（
京
都
大
学
蔵
『
源
語
秘
訣
』

（
兼
良
著
。
谷
村
文
庫
で
の
書
名
は
「
源
氏
秘
訣
」））
の
部
分
を
引
用
す
る
。

（
前
略
）
兼
載
ハ
宗
祇
ヨ
リ
ハ
三
ケ
ノ
事
、
直
に
は
不
聞
給
也
。
木
戸
殿
ヨ
リ

口
伝
ス
。
宗
祇
も
木
戸
殿
ヨ
リ
口
伝
な
り
。（
後
略
）

　
『
源
語
秘
訣
』
の
こ
の
記
事
は
、「
木
戸
殿
」（
孝
範
）
が
連
歌
界
の
巨
匠
で
あ
る

宗
祇
・
兼
載
に
「
源
氏
三
箇
大
事
」
の
口
伝
を
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
孝
範
は
、『
源

氏
』
に
つ
い
て
宗
祇
・
兼
載
に
指
導
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
兼
載
が
前
掲
書
を
著
し

得
た
の
は
、
独
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
誰
か
か
ら
教
わ
っ
て
著
し
た
は
ず
、
と
推
測
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し
て
い
た
が
、
師
は
木
戸
孝
範
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
兼
載
に
『
源
氏
物
語

青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』を
ま
と
め
さ
せ
得
た
孝
範
の
指
導
が
あ
り
、

宗
祇
に
対
し
て
の
同
様
の
指
導
に
つ
い
て
紹
巴
は
、「
青
表
紙
伝
授
」
と
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

木
戸
氏
は
、下
野
足
利
庄
木
戸
郷
を
本
拠
と
す
る
代
々
関
東
管
領
の
重
臣
で
あ
り
、

父
範
懐
（
小
府
）
は
四
代
鎌
倉
公
方
の
足
利
持
氏
に
近
侍
し
た
。
そ
し
て
、
孝
範
自

身
は
、
鎌
倉
公
方
が
堀
越
公
方
と
古
河
公
方
と
に
分
裂
し
た
後
の
前
者
の
政
知
に
仕

え
た
、
と
い
う
点
で
「
奉
公
（
直
属
の
家
臣
）
の
人
」
に
か
な
う
。

『
雲
玉
和
歌
抄
』
に
よ
れ
ば
、
父
の
死
後
、
将
軍
足
利
義
教
の
召
し
に
よ
り
九

歳
で
上
洛
、
下
冷
泉
持
為
に
預
け
ら
れ
、
や
が
て
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
指
南
役

と
な
り
三
河
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
長
谷
川
千
尋
氏
「
宗
祇
と
木
戸
孝
範
の
交
渉

―
東
国
時
代
の
年
譜
考
証
を
中
心
に
―
」（

10
）

と
い
う
。
そ
し
て
、
前
掲
の
松
原
論
文
に
よ
る
と
、
そ
の
任
国
「
三
河
国
設
楽
郡
」

の
名
に
よ
り
「
志
多
良
」
と
称
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
「
志
多
良
」
即
ち
「
孝
範
」
と
す
る
記
録
が
見
出
せ
な
い
の
は
残
念
だ
が
、「
志
多

良
」
が
「
孝
範
」
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
。

　

前
掲
の
永
禄
八
年
1565
成
立
の
『
紹
巴
抄
』
で
の
紹
巴
の
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

紹
巴
本
の
属
す
る
三
条
西
家
本
（
青
表
紙
本
）
の
流
布
す
る
以
前
の
本
と
し
て
河
内

本
が
あ
り
、
そ
れ
を
所
々
校
訂
し
た
耕
雲
本
が
用
い
ら
れ
て
多
く
の
注
釈
書
が
書
か

れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
青
表
紙
本
が
席
巻
す
る
よ
う
に
な
る
少
し
前
ま
で

の
代
表
的
な
『
源
氏
』
本
は
耕
雲
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
宗

祇
は
「
定
家
卿
御
本
の
御
流
を
床
敷
思
」
う
こ
と
と
な
り
青
表
紙
本
に
興
味
を
持
ち
、

志
多
良
に
「
青
表
紙
伝
受
」
を
さ
れ
、
そ
の
後
に
一
条
禅
閣
（
兼
良
）
に
教
え
を
受

け
、
そ
れ
を
実
隆
に
講
釈
し
た
、
と
紹
巴
は
い
う
。

　

こ
の
紹
巴
の
発
言
は
、
宗
祇
が
兼
良
を
初
め
て
尋
ね
た
と
さ
れ
る
文
明
元
年
1469
か

ら
は
約
百
年
を
経
過
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
事
実
に
基
づ
い
て
は
い
ま
い
。
そ
の
中

で
も
看
過
で
き
な
い
の
は
、
志
多
良
に
会
っ
て
後
に
兼
良
に
教
え
を
受
け
た
、
と
い

う
紹
巴
の
い
う
順
序
で
あ
り
、
こ
れ
は
逆
と
思
う
。
兼
良
に
入
門
し
た
後
に
志
多
良

か
ら
教
え
ら
れ
、
自
身
の
所
持
す
る
本
が
定
家
本
の
流
れ
を
汲
む
青
表
紙
本
系
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
確
認
し
た
か
ら
こ
そ
、
自
身
の
本
の
青
表
紙
本
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

そ
れ
で
は
宗
祇
が
、
志
多
良
で
あ
る
蓋
然
性
の
高
い
孝
範
に
「
青
表
紙
伝
受
」
を

受
け
に
行
っ
た
の
が
何
時
な
の
か
は
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆

が
『
源
氏
』
研
究
を
始
め
た
の
は
文
明
五
年
1473
頃
で
あ
る
。
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、

宗
祇
手
沢
本
の
出
来
た
の
が
文
明
六
年
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
志
多
良
の
教
え

を
受
け
る
た
め
に
宗
祇
が
尋
ね
た
時
期
は
、
文
明
六
年
を
遡
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

上
野
著
に
『
種
玉
編
次
抄
』
か
ら
の
引
用
本
文
二
四
箇
所
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、

大
島
本
と
の
異
同
数
（
全
九
八
例
）
を
一
八
二
頁
に
示
し
て
お
ら
れ
、『
種
玉
編
次
抄
』

の
本
文
が
非
青
表
紙
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
一
八
四
頁
に
結
論
付
け
て
お

ら
れ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
の
成
立
は
文
明
七
年
1475
一
二
月
で
あ
り
、
そ
の
本
文
が

非
青
表
紙
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
宗
祇
の
本
は
ま
だ
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い
な
い
。
文

明
七
年
一
二
月
時
点
で
は
、宗
祇
は
青
表
紙
伝
受
を
受
け
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

『
源
氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』
に
相
当
す
る
こ
と
を
伝
受
さ

れ
た
の
は
、
文
明
八
年
以
降
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
掲
の
長
谷
川
論
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宗
祇
は
、
少
な
く
と
も
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
の
一
度
は
、
関
東
の
地
で

孝
範
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。
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孝
範
が
志
多
良
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
文
明
十
四
年
が
志
多
良
に
伝
受
さ
れ
た
年
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
は
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
共
同
研
究
と

も
な
っ
た
宗
祇
の
源
氏
講
釈
が
始
ま
る
三
年
前
に
あ
た
る
。

　

２　

宗
祇
の
本

　

前
項
で
の
志
多
良
の
検
討
に
よ
り
、
宗
祇
の
最
初
の
『
源
氏
』
本
は
志
多
良
の
本

か
ら
出
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
宗
祇
の
師
事
し
た
兼
良
の
本
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

　

宗
祇
の
『
源
氏
』
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
兼
良
と
の
交
流
は
、
応
仁
の
乱
で

子
の
尋
尊
（
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
）
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
て
い
た
兼
良
を
成
就
院

に
訪
ね
た
文
明
元
年
1469
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
。『
公
記
』
文
明
七
年
1475
冬
紙
背
文
書
、

一
二
月
二
一
日
、
同
二
五
日
至
二
七
日
裏
の
宗
祇
の
同
年
一
二
月
に
実
隆
宛
の
手
紙

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、宗
祇
は
実
隆
か
ら
兼
良
著
『
源
氏
和
秘
抄
』（
略
称
『
和

秘
抄
』）
を
何
年
か
借
り
た
末
に
写
本
を
作
っ
て
い
る
。『
源
氏
』
初
学
の
書
で
あ
る

こ
の
本
は
、
宝
徳
元
年
1449
の
成
立
で
あ
り
、
こ
の
本
の
成
立
に
先
ん
じ
る
嘉
吉
三
年

1443
に
は
兼
良
は
源
氏
講
釈
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る

（
11
）。

　

兼
良
が
何
本
も
『
源
氏
』
本
を
持
っ
て
い
た

（
12
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
講

釈
の
テ
キ
ス
ト
に
耕
雲
本
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
兼
良
の
所
持
す
る
耕

雲
本
に
対
す
る
信
頼
が
高
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
兼
良

耕
雲
本
は
禁
裏
本
（
原
本
写
）
を
写
し
た
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
原
本
と
も
校
合
し
た

本
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

宗
祇
が
兼
良
に
師
事
し
教
え
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
、
兼
良
が
信
頼
を

寄
せ
る
兼
良
耕
雲
本
が
選
択
さ
れ
て
宗
祇
本
が
成
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

宗
祇
が
兼
良
に
師
事
し
た
年
月
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
隆
の
所
持
す
る
『
和

秘
抄
』
を
借
り
、
実
隆
に
返
し
た
の
が
文
明
七
年
一
二
月
で
あ
る
。
前
掲
の
紙
背
文

書
に
よ
る
と
、『
和
秘
抄
』
を
写
す
為
に
筆
耕
を
雇
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推

測
す
る
と
、
最
初
の
宗
祇
手
沢
本
の
作
成
も
人
の
手
を
借
り
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
の

で
、
文
明
六
年
頃
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
沢
本
①
を
用
い
て

文
明
七
年
に
は
『
種
玉
編
次
抄
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
を
著
す

に
当
た
っ
て
の
、
さ
ら
に
文
明
九
年
七
月
の
帚
木
講
釈
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
蓄
積

さ
れ
た
成
果
が
こ
の
手
沢
本
に
書
入
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
文
明
本
の
成
立

を
契
機
に
行
わ
れ
た
源
氏
講
釈
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
～
翌
年
六
月
一
八

日
）
に
よ
る
書
入
れ
も
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
、
源
氏
講
釈
の
終
了
後
の
文

明
一
八
年
八
月
の
頃
に
清
書
的
書
写
に
よ
り
手
沢
本
②
が
作
ら
れ
る

（
13
）

ま
で
使

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
調
さ
れ
た
手
沢
本
②
に
は
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
青
表

紙
正
本
と
の
校
合
（
文
明
一
九
年
1487
四
月
一
日
）
や
系
図
に
か
か
る
『
源
氏
』
研
究

の
成
果
が
書
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
手
沢
本
③
の
作
成
を
示
唆
す
る
記

録
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
肖
柏
の
本

　

肖
柏
は
、
中
院
通
秀
（
十
輪
院
内
府
）
の
弟
で
あ
り
、『
公
記
』
で
の
初
出
に
あ

た
る
文
明
五
年
正
月
に
は
既
に
『
源
氏
』
本
を
所
持
し
て
い
た
と
推
測
し
、
こ
れ
を

手
沢
本
①
と
す
る
。
こ
の
手
沢
本
①
は
、
当
時
の
『
源
氏
』
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た

兼
良
の
講
釈
の
受
講
時
に
用
い
ら
れ
た
本
と
推
測
さ
れ
、
宗
祇
手
沢
本
①
と
と
も
に

兼
良
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
肖
柏
は
、
兼
良
・
宗
祇
に
よ
る
源
氏
講
釈

の
受
講
後
の
文
明
八
年
1476
五
月
に
『
源
氏
物
語
聞
書
』
を
著
し
た
が
、
同
七
月
中
旬

か
ら
十
月
上
旬
に
わ
た
り

（
14
）『

源
氏
物
語
聞
書
』
と
手
沢
本
①
と
の
校
合
を
し
、
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不
一
致
箇
所
を
解
消
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
手
沢
本
①
は
、
肖
柏
の
注
釈
書
『
源
氏

物
語
聞
書
』の
以
後
の
成
長
に
合
わ
せ
て
書
入
れ
が
増
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
の
で
、

手
沢
本
①
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。

「
七 

肖
柏
本
と
肖
柏
古
本
」
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
肖
柏
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』

が
流
布
す
る
に
つ
れ
貸
出
用
の
も
の
を
準
備
し
貸
し
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
、『
源
氏
』
本
に
つ
い
て
も
『
源
氏
物
語
聞
書
』
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、

手
沢
本
①
は
売
却
せ
ず
に
『
源
氏
物
語
聞
書
』
用
に
保
持
し
続
け
、
第
二
次
『
源
氏

物
語
聞
書
』
を
長
享
三
年
1489
三
月
一
八
日
に
完
成
さ
せ
る
に
到
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

既
述
し
た
と
お
り
、『
公
記
』
文
明
八
年
1476
八
月
一
九
日
条
に
肖
柏
か
ら
依
頼
を

受
け
た
実
隆
の
夢
浮
橋
巻
の
書
写
記
事
が
あ
り
、
こ
の
頃
、
書
入
れ
に
よ
っ
て
読
み

づ
ら
く
な
っ
た
手
沢
本
①
を
清
書
的
書
写
を
し
た
手
沢
本
②
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測

す
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
手
沢
本
①
は
『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
の
本
と
し
、
新

た
な
手
沢
本
②
は
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
に
開
始
さ
れ
た
宗
祇
の
源
氏
講

釈
受
講
用
と
し
、
宗
祇
本
化
と
の
校
合
が
入
っ
た
と
推
測
す
る
。
一
旦
宗
祇
本
化
さ

れ
た
手
沢
本
②
に
は
、
宗
祇
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
源
氏
講
釈
に
よ
る
『
源
氏
』

研
究
の
成
果
が
書
入
れ
ら
れ
、
そ
の
手
沢
本
を
清
書
的
に
書
写
し
た
肖
柏
手
沢
本
③

が
文
明
一
八
年
一
〇
月
頃
に
作
成
さ
れ
た

（
15
）。

宗
祇
手
沢
本
②
の
成
立
に
遅
れ
る

こ
と
二
ヶ
月
位
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
公
記
』
明
応
六
年
1497
一
一
月
二
六
日

条
に
「
肖
柏
源
氏
物
語
新
写
存
念 

桐
壺
巻
所
望
云
々 

料
紙
到
来 

則
立
筆
了
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
手
沢
本
④
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
肖
柏
が
四
本
も
の
手
沢
本

を
新
調
で
き
た
と
推
測
す
る
の
は
、
池
田
氏
の
庇
護
や
連
歌
師
と
し
て
の
収
入
に
よ

り
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
手
沢
本
③
の
成
立
後
に
は

手
沢
本
②
は
売
却
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
手
沢
本
②
を
清
書
的
書
写
さ
れ
た
手
沢

本
③
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
実
隆
の
本

　

実
隆
の
一
筆
書
写
に
よ
り
成
立
し
た
文
明
本
は
、
宗
祇
の
源
氏
講
釈
を
受
講
す
る

に
あ
た
っ
て
準
備
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
師
で
あ
る
宗
祇
の
本
を
書
写
し
た
も
の

（
16
）

で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
耕
雲
本
（
既
に
、
青

表
紙
本
化
さ
れ
た
箇
所
も
あ
っ
た
）
を
写
し
た
宗
祇
手
沢
本
を
写
し
て
成
立
し
た
、

と
考
え
て
い
る
。
三
人
の
本
文
が
同
一
視
で
き
る
く
ら
い
の
差
し
か
な
い
そ
れ
ぞ
れ

の
手
沢
本
が
準
備
さ
れ
て
、
宗
祇
を
師
と
し
た
講
釈
を
核
と
し
た
共
同
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
青
表
紙
本
化
と
い
う
本
文
校
訂
の
側
面
も
持
っ
た
で
あ
ろ

う
共
同
研
究
の
終
了
後
の
青
表
紙
本
化
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
上

﨟
局
本
を
転
写
し
た
紅
梅
本

（
17
）、

こ
れ
に
先
ん
じ
た
勝
仁
親
王
（
後
柏
原
天
皇
）、

伏
見
宮
邦
高
親
王
（
竹
園
）
の
書
写
が
行
わ
れ
た
文
明
一
八
年
一
〇
月
こ
ろ
に
青
表

紙
本
化
の
一
応
の
達
成
を
み
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

共
同
研
究
を
行
っ
た
こ
の
間
の
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
手
沢
本
は
そ
の
読

み
取
り
本
文
が
同
一
視
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
共
同
研
究
を
終
了
し

た
後
は
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
著
述
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
注
目
す
べ

き
は
、
受
講
者
と
し
て
出
発
し
た
実
隆
が
急
速
に
力
を
付
け
、
共
同
研
究
後
は
二
人

の
相
談
に
与
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
隆
が
共
同
研
究
の
た
め
の
手
沢
本
を
文
明
一
七
年
1485
に
書
写
し
終
え
て
成
立
し

た
文
明
本
は
、
売
却
時
（
永
正
三
年
1506
）
ま
で
使
用
さ
れ
た
が
、
以
後
、
実
隆
の
手

沢
本
は
、
売
却
と
再
生
を
繰
り
返
し
、
最
後
の
手
沢
本
で
あ
る
日
大
本
に
到
っ
た
。

三　

耕
雲
本
か
ら
の
脱
皮
と
青
表
紙
本
化

　

こ
こ
で
は
、
耕
雲
本
の
要
素
で
あ
る
河
内
本
系
の
、
巻
に
よ
っ
て
は
別
本
系
の
本
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文
が
、
宗
祇
・
肖
柏
の
著
書
お
よ
び
肖
柏
本
・
紅
梅
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年

が
下
る
に
し
た
が
っ
て
青
表
紙
本
系
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
論
じ
る
。

　
　
（
一
）
兼
良
の
耕
雲
本

　

宗
祇
の
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
兼
良
本
は
耕
雲
本
で
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
を
示

す
記
事
が
、
伊
井
春
樹
氏
著
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、

一
九
八
〇
）
一
七
一
頁
に
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
月
五
日
に
は
、
後
花
園
天
皇
の
源
氏
物
語
講
釈
所

望
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
（
中
略
）
十
一
月
二
日
か
ら
兼
良
は
参
内
し
て
そ
の
任

務
を
果
た
し
て
い
る
（
中
略
）。
当
日
は
関
白
一
条
教
房
・
将
軍
足
利
義
政
も

聴
聞
す
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
松
宮
家
本
源
氏
物
語
の

桐
壺
巻
の
奥
書
に
よ
る
と
、
甘
露
寺
親
長
は
そ
の
頃
禁
裏
に
蔵
さ
れ
て
い
た
耕

雲
本
を
借
り
出
し
て
転
写
し
て
い
た
よ
う
で
、宮
中
に
お
い
て
な
の
で
あ
ろ
う
、

た
ま
た
ま
講
釈
の
た
め
に
参
内
し
て
い
た
兼
良
と
出
会
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
（
寛
正
二
年
）
十
一
月
七
日
禁
裏
講
釈
∧
一
条
太
閤
／
兼
良
公
∨
持
参

此
本
、
一
字
無
相
違
、

兼
良
が
講
釈
の
た
め
に
持
ち
歩
い
て
い
た
本
と
、
親
長
が
書
写
し
た
本
と
が
一

字
の
相
違
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
兼
良
の
所
持
す
る
物
語
本
文
は
耕
雲
本

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
講
釈
の
席
に
臨
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
に
よ
り
、
兼
良
所
持
本
の
中
か
ら
講
釈
に
用
い
た
本
を
耕
雲
本
と
し
、

兼
良
本
を
写
し
た
宗
祇
所
持
本
、
そ
れ
を
写
し
た
実
隆
の
文
明
本
（
原
態
）、
宗
祇

の
所
持
本
と
の
校
合
に
よ
り
同
一
本
文
化
を
は
か
っ
た
肖
柏
所
持
本
、
こ
れ
ら
三
本

は
兼
良
所
持
の
耕
雲
本
（
以
下
「
兼
良
耕
雲
本
」）
酷
似
の
本
文
を
持
つ
。
つ
ま
り
、

三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
始
発
時
点
で
は
兼
良
耕
雲
本
（
但
し
、
部
分
的
に
青
表
紙

本
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
後
述
す
る
）
酷
似
の
本
文
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の

元
の
兼
良
耕
雲
本
は
、寛
正
二
年
に
甘
露
寺
親
長
に
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
二
）
兼
良
耕
雲
本
の
作
成

　

そ
れ
で
は
次
に
、
寛
正
二
年
に
確
認
さ
れ
た
兼
良
耕
雲
本
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

耕
雲
本
と
は
、室
町
中
期
に
耕
雲
（
花
山
院
長
親
）
が
将
軍
足
利
義
持
（
法
号
「
勝

定
院
顕
山
道
詮
」）
に
献
上
し
た
写
本
で
あ
り
、
耕
雲
本
に
属
す
る
高
松
宮
家
本
は
、

松
風
が
青
表
紙
本
系
、
橋
姫
・
宿
木
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
の
七

帖
が
別
本
系
、
他
は
河
内
本
系
と
い
う
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
耕
雲
本
諸
本
に
つ

い
て
は
上
野
英
子
氏
の
論
文
が
あ
る

（
18
）

の
で
、
参
照
さ
せ
て
頂
い
て
次
に
ま
と

め
る
。

　

原
本	

耕
雲
（
花
山
院
長
親
）
が
足
利
義
時
（
元
中
三
年
1386
／
至
徳
三
年
～
応

永
三
五
年
1428
）
に
献
上
し
た
本
。

　

禁
裏
本	

耕
雲
本
原
本
を
清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
が
書
写
し
た
本
。

注
書
は
耕
雲
と
栄
雅
、
跋
歌
と
奥
書
は
耕
雲
が
担
当
。
応
仁
の
乱
で	

焼
失

　

写
本	

甘
露
寺
親
長
に
よ
り
次
に
示
す
①
②
③
④
の
四
本
が
書
写
さ
れ
た
。
①

②
④
は
全
帖
を
書
写
。③
の
各
筆
の
高
松
宮
家
本
で
は
紅
葉
賀
を
担
当
。

①
寛親

長

正
書
写
本
（
寛
正
一
年
1460
～
六
年
1465
）
全
帖

	

書
本
は
清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
書
写
の
禁
裏
本
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②
文親
長

明
書
写
本
（
文
明
一
一
年
1479
～
一
七
年
1485
）
全
帖

	
書
本
は
①
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
た
徳
大
寺
実
淳
本

③
長高

松
宮
本享
書
写
本
（
長
享
二
年
1488
）
紅
葉
賀
を
親
長
が
担
当
（
松
風
は
実
隆
が
担
当
）

	

書
本
は
①
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
た
徳
大
寺
実
淳
本

④
延親

長

徳
書
写
本
（
延
徳
三
年
1491
年
）
全
帖

	

書
本
は
①
寛
正
書
写
本
の
澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
お
よ
び
②
文
明
書
写
本

　

耕
雲
本
原
本
の
所
蔵
変
更
に
つ
い
て
は
す
ぐ
後
に
触
れ
る
が
、
能
書
で
知
ら
れ
た

清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
が
書
写
し
た
本
が
禁
裏
本
と
な
っ
て
い
た
。

親
長
は
、
禁
裏
本
全
帖
を
ま
ず
寛
正
年
間
（
1460
～
1465
）
に
書
写
し
た
が
、
前
掲
の
伊

井
著
か
ら
の
引
用
文
で
は
兼
良
の
所
持
本
は
寛
正
二
年
1461
一
一
月
七
日
時
点
で
耕
雲

本
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
。
兼
良
耕
雲
本
は
、
親
長
が
①
を
作
成
中

に
耕
雲
本
と
確
認
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、兼
良
が
①
を
書
写
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
書
本
は
原
本
ま
た
は
禁
裏
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
看
聞
御
記
』
嘉
吉
三
年
1443
八
月
二
三
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ	

る
（
19
）。

　
　
　
（
前
略
）
一
條
殿
以
茂
成
朝
臣
被
申 

源
氏
有
校
合
事 

禁
裏
御
本
申
出
之
所 

他
所

ニ
被
預
置
也 

一
本
伏
見
殿
ニ
被
預
申
之
由
被
仰
下 

校
合
之
為
申
出
度 

之
由
被
申 

禁
裏
御
本
預
置
了 

被
伺
申
之
上
者
不
可
有
子
細 

可
進
之
由
返 

事
申
了 

此
御
本
兼
拝
見
了 

殊
勝
御
本
也 

勝
定
院
旧
院
へ
被
進
之
由 

茂 

成

朝
臣

ニ
被
語
之
由
申
（
後
略
）

当
時
の
禁
裏
に
は
、
も
と
の
禁
裏
本
と
新
た
な
禁
裏
本
（
義
持
が
旧
院
に
進
上
し
た

原
本
）
の
二
本
が
あ
り
、
も
と
の
禁
裏
本
は
某
家
に
預
け
ら
れ
て
お
り
、
兼
良
は
伏

見
宮
家
に
預
け
ら
れ
た
原
本
（
勝
定
院
本
）
と
校
合
し
た
の
で
あ
る
。
兼
良
は
原
本

の
写
し
で
あ
る
禁
裏
本
を
写
し
た
か
ら
こ
そ
原
本
と
の
校
合
を
企
図
し
た
の
で
あ
ろ

う
。「
兼
良
耕
雲
本
」
は
も
と
の
禁
裏
本
を
写
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
原
本
と
の

校
合
で
さ
ら
に
原
本
に
近
づ
い
た
本
文
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
焼
失
を
免
れ
た
兼
良
耕
雲
本

　

次
に
、
宗
祇
の
写
し
た
本
が
兼
良
耕
雲
本
と
同
じ
本
な
の
か
を
確
認
し
た
い
。

  

兼
良
は
応
仁
元
年
1467
一
月
、
関
白
に
還
補
し
た
。
し
か
し
同
年
五
月
に
応
仁
の
乱

が
勃
発
、
一
条
室
町
の
邸
宅
と
書
庫
「
桃
花
坊
文
庫
」
が
焼
失
し
た
。
た
だ
し
、
こ

の
火
災
の
際
は
兼
良
耕
雲
本
は
焼
失
を
免
れ
た
で
あ
ろ
う
。
応
仁
二
年
1468
八
月
、
奈

良
興
福
寺
大
乗
院
へ
門
跡
の
尋
尊
（
子
息
）
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
た
が
、
そ
こ
で
も

講
義
・
著
作
を
続
け
、『
花
鳥
余
情
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
の
で
、『
源
氏
』
関
係
の

資
料
は
、
常
に
身
近
に
置
き
、
持
ち
出
せ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
兼
良
は
、
京
か
ら
移
し
た
物
の
う
ち
当
座
使
用
し
な
い
も
の
は
山
奥
の
長
谷

寺
へ
預
け
て
お
り
、こ
の
折
々
の
用
心
深
さ
が
『
源
氏
』
関
係
資
料
を
焼
失
か
ら
救
っ

た
で
あ
ろ
う

（
20
）。

兼
良
耕
雲
本
は
無
事
に
兼
良
に
所
持
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
や
は
り
、
宗
祇
が
写
し
た
本
は
、
兼
良
耕
雲
本
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
河
内
本
系
本
文
・
別
本
系
本
文
か
ら
青
表
紙
本
系
本
文
へ

　

耕
雲
本
・
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』・
宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』・
西
家
本
系
で
の

到
達
点
と
し
て
の
紅
梅
本

（
21
）・

肖
柏
ゆ
か
り
の
本
で
あ
ろ
う
肖
柏
本
こ
れ
ら
を
比

較
し
て
本
文
の
流
れ
を
見
る
た
め
に
、桐
壺
巻
を
調
査
す
る
。
な
お
、耕
雲
本
は
『
大

成
』
の
高
松
宮
家
本
に
依
る
。『
和
秘
抄
』
は
国
文
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
に
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よ
る
が
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
と
校
異
の
な
い
も
の
を
本
文
と
し
た
。『
源
氏
物

語
聞
書
』は
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本（
表
題
は『
弄
花
抄
』請
求
番
号
385
―
16
―
２
）

に
よ
る
が
初
雁
文
庫
本
七
冊
本
（
表
題
は
『
弄
花
抄
』
請
求
番
号
12
―
556
―
１
）
と

に
校
異
の
な
い
も
の
を
、『
紫
塵
愚
抄
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
よ
る
が
初
雁
文
庫

本
と
校
異
の
な
い
も
の
を
そ
の
本
文
と
し
た
。
肖
柏
本
・
紅
梅
本
は
写
真
版
に
よ
る
。

　

次
表
で
の
箇
所
は
、
耕
雲
本
が
河
内
本
系
で
あ
る
箇
所
、
耕
雲
本
と
肖
柏
本
に
校

異
が
あ
る
箇
所
、
前
二
者
に
対
応
す
る
各
著
作
の
本
文
が
あ
る
箇
所
を
挙
げ
た
。
な

お
、本
文
に
冠
し
た
符
号
「
Ｂ
」
は
河
内
本
本
文
、「
ｂ
」
は
Ｂ
と
同
系
の
本
文
、「
Ａ
」

は
青
表
紙
本
本
文
、「
ａ
」
は
Ａ
と
同
系
の
本
文
、「
Ｃ
」
は
別
本
本
文
、「
ｃ
」
は

Ｃ
と
同
系
の
本
文
、「
？
」
は
『
大
成
』
に
見
ら
れ
な
い
本
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
表
中
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
は
、
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
本
文
の
箇
所
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
の
末
尾
に
付
し
た
集
計
は
、
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
で
あ
る
も

の
の
み
の
集
計
に
な
っ
て
い
る
。
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［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］

依
拠
資
料
『
大
成
』

初
雁
＋
肥
前
松
平

書
陵
部
＋
初
雁

肥
前
松
平
七
冊
＋
初
雁
七
冊

写
真
版

写
真
版

№
大
成

頁
行
耕
雲
本
（
高
松
宮
家
本
）

源
氏
和
秘
抄
1449
年

紫
塵
愚
抄
1488
年
以
前

肖
柏
著
源
氏
物
語
聞
書
1489
年
か

紅
梅
本（
日
大
本
同
文
）1495
年
肖
柏
本
1497
年
以
後
か

１
５
①
Ｂ
た
ま
ふ

Ａ
給
ひ
け
る

Ａ
給
け
る

Ａ
給
け
る

２
５
④
Ａ
人
の
心
を
の
み

ａ
人
の
心
を

ａ
人
の
心
を

ａ
人
の
心
を

３
５
⑤
Ａ
あ
つ
し
く

？
あ
つ
し
う

？
あ
つ
し
う

Ａ
あ
つ
し
く

Ａ
あ
つ
し
く

Ａ
あ
つ
し
く

４
５
⑥
Ａ
お
も
ほ
し
て

ａ
お
ほ
し
て

ａ
お
ほ
ゝ
し
て

ａ
お
ほ
ゝ
し
て

５
５
⑥
Ｂ
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

６
７
③
Ｂ
お
ほ
む
さ
う
し

Ｂ
お
ほ
む
さ
う
し

Ａ
御
つ
ほ
ね

Ａ
御
つ
ほ
ね

Ａ
御
つ
ほ
ね

７
７
⑥
Ｂ
わ
た
と
の

Ｂ
わ
た
殿

Ｂ
わ
た
殿

Ｂ
渡
殿

８
９
④
Ｂ
き
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

９
９
⑥
Ｂ
す
ほ
う
と
も
あ
ま
た
は
し
む

へ
き
よ
し
な
と

Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り
と
も
Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り

と
も

Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り

と
も

10
９
⑫
Ａ
お
ほ
し
た
ら
す

Ａ
お
ほ
し
た
ら
す

ａ
お
も
ほ
し
た
ら
す

ａ
お
も
ほ
し
た
ゝ
す

11
10
⑧
Ｂ
み
つ
の
く
ら
ゐ

？
お
ほ
き
み
つ
の
位

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ
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12
10
⑩
Ｂ
い
ま
ひ
と
き
は
を
た
に
と
て

？
い
ま
ひ
と
き
さ
み
を
た
に
と

Ａ
い
ま
ひ
と
き
さ
み
の
く
ら

ゐ
を
た
に
と

Ａ
い
ま
ひ
と
き
さ
み
の
く
ら

ゐ
を
た
に
と

13
10
⑫
Ｂ
心
は
せ
も

Ａ
心
は
せ
の

Ａ
心
は
せ
の

Ａ
心
は
せ
の

14
11
②
Ａ
せ
む
方
な
う

？
せ
ん
か
た
な
く

Ａ
せ
む
か
た
な
う

Ａ
せ
ん
方
な
う

15
11
②
Ｂ
こ
ひ
し
く

Ａ
か
な
し
う

Ａ
か
な
し
う

Ａ
か
な
し
う

16
11
②
Ａ
御
と
の
ゐ

Ｃ
と
の
ゐ
［
麦
］

Ａ
御
と
の
ゐ

Ａ
御
と
の
ゐ

17
11
⑥
Ｂ
し
た
し
く
さ
ふ
ら
ふ

Ａ
し
た
し
き

Ａ
し
た
し
き

Ａ
し
た
し
き

18
11
⑦
Ｂ
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

19
11
⑧
Ｂ
ゆ
け
い
の
命
婦
を

Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
ふ
と
い
ふ
を

Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
婦
と
い
ふ
を
Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
婦
と
い
ふ
を

20
11
⑨
Ｂ
ゆ
ふ
つ
く
よ

Ａ
夕
月
夜
の

Ａ
ゆ
ふ
つ
く
夜
の

Ａ
夕
つ
く
夜
の

21
11
⑭
Ｂ
す
く
し
給
へ
る
を

ａ
過
し
給
ひ
つ
る
を

ａ
す
く
し
給
つ
る
を

ａ
す
く
し
給
つ
る
を

22
11
⑭
Ｂ
く
れ
や
み
に
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

23
11
⑭
Ａ
ふ
し
ゝ
つ
み
給
へ
る
ほ
と

ａ
ふ
し
給
へ
る
ほ
と
に

ａ
ふ
し
給
へ
る
程
に

Ａ
ふ
し
し
つ
み
給
へ
る
程
に

24
12
②
Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

Ｃ
は
ゝ
君
と
み
に

Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

25
12
⑧
Ａ
思
ひ
し
つ
ま
る
に
し
も

？
思
ひ
し
つ
む
る
に
し
も

Ａ
お
も
ひ
し
つ
ま
る
に
し
も
Ａ
思
し
つ
ま
る
に
し
も

26
12
⑧
Ｂ
さ
む
へ
き
よ
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
か
た
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
か
た
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
方
な
く

27
12
⑨
Ｂ
し
の
ひ
て

Ａ
忍
て
は

Ａ
し
の
ひ
て
は

Ａ
し
の
ひ
て
は

28
12
⑨
Ｂ
給
て
か
ひ
な
き
御
物
か
た
り

を
た
に
と
な
む

Ａ
給
な
ん
や

Ａ
給
な
ん
や

Ａ
た
ま
ひ
な
む
や

29
13
⑤
Ｂ
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
な
と

Ａ
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
と

Ａ
思
ひ
こ
そ
や
れ
と

Ａ
思
こ
そ
や
れ
と

30
14
⑬
Ｂ
人
の
心

Ａ
人
の
心
を

Ａ
人
の
心
を

Ａ
人
の
心
を

31
14
⑭
Ｂ
と
ゝ
め
し

Ｂ
と
ゝ
め
し

Ａ
あ
ら
し

Ａ
あ
ら
し

Ａ
あ
ら
し

32
15
⑤
Ｂ
す
ゝ
し
く
ふ
き
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て
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33
15
⑤
Ｂ
た
ち
は
な
れ
か
た
き

Ｂ
立
は
な
れ
か
た
き

Ａ
た
ち
は
な
れ
に
く
き

Ａ
た
ち
は
な
れ
に
く
き

34
16
③
Ｂ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
す
ま
ち
お

は
し
ま
し
け
る
を
い
と

？
お
ほ
と
の
こ
も
り
さ
り
け
る
を
ａ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
は

さ
り
け
る
を

ａ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
は

さ
り
け
る
を

35
16
⑥
Ｂ
長
恨
歌
の
ゑ

Ｂ
ち
や
う
こ
む
か
の
ゑ

Ａ
長
恨
歌
の
御
絵

Ａ
長
恨
歌
の
御
ゑ

Ａ
長
恨
歌
の
御
ゑ

36
16
⑥
Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

？
て
い
し
の
院
か
ゝ
せ

給
て

Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

37
17
⑥
Ａ
お
も
ほ
す
も

？
お
ほ
す
も

Ａ
お
も
ほ
す
も

Ａ
お
も
ほ
す
も

38
17
⑨
Ｂ
大
液
芙
蓉

Ａ
た
い
ゑ
き
の
ふ
よ
う

ひ
や
う
の
柳

Ａ
大
液
の
ふ
よ
う
未
央
の
柳

Ａ
大
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳

Ａ
大
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳

39
17
⑨
Ｂ
か
ら
め
い
た
り
け
ん

Ｂ
か
ら
め
い
た
り
け
ん

Ａ
か
ら
め
い
た
る

Ａ
か
ら
め
い
た
る

40
17
⑩
Ｂ
う
る
は
し
う
け
ふ
ら
に
こ
そ

は

Ｂ
け
ふ
ら

Ａ
う
る
は
し
う
こ
そ

Ａ
う
る
は
し
う
こ
そ

41
17
⑩
Ｂ
ら
う
た
け
な
り
し
あ
り
さ
ま

は

Ｂ
ら
う
た
け
な
り
し

Ａ
ら
う
た
け
な
り
し
を

Ａ
ら
う
た
け
な
り
し
を

42
17
⑩
Ｂ
を
み
な
へ
し
の
風
に
な
ひ
き

た
る
よ
り
も
な
よ
ひ
…

Ｂ
な
よ
ひ

Ａ
ナ
シ

Ａ
ナ
シ

43
18
⑦
Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

？
あ
く
る
も
し
ら
す

Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

44
18
⑧
Ｂ
お
こ
た
り
給
ひ
ぬ

Ｃ
お
こ
た
り
ぬ

Ａ
お
こ
た
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ

Ａ
お
こ
た
ら
せ
給
ひ
ぬ

45
19
③
Ｂ
い
と
ゝ
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

46
19
⑥
Ｂ
か
の
お
は
北
の
方

Ｂ
彼
お
は
北
の
か
た

Ａ
か
の
御
お
は
北
の
か
た

Ａ
か
の
御
お
は
北
の
方

47
19
⑪
Ｂ
御
ふ
み
は
し
め

Ａ
ふ
み
は
し
め

Ａ
ふ
み
は
し
め

48
20
⑤
Ｂ
こ
と
〳
〵
し
う
そ
ら
事
に
そ

Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
う
た
て
そ

Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
ゝ
た
て
そ
Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
う
た
て
そ

49
20
⑪
Ｂ
そ
の
か
た

Ａ
そ
な
た

Ａ
そそ

の
か
た

な
た

50
20
⑫
Ｂ
た
す
く
へ
き

Ａ
た
す
く
る

Ａ
た
す
く
る

51
20
⑭
Ｂ
か
へ
り
な
ん

Ａ
か
へ
り
さ
り
な
ん

Ａ
か
へ
り
さ
り
な
む
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52
22
⑦
Ｂ
御
か
た
ち

Ａ
御
か
た
ち
人

Ａ
御
か
た
ち
人

Ａ
御
か
た
ち
人

53
22
⑬
Ｂ
兵
部
卿
の
宮

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

54
23
④
Ａ
こ
よ
な
う

Ａ
こ
よ
な
う

ａ
こ
よ
な
く

ａ
こ
よ
な
く

55
23
⑤
Ｂ
さ
け
さ
せ
た
ま
は
ぬ
（
程
に
）
Ｂ
さ
け
さ
せ
た
ま
は
ぬ

（
程
に
）

Ａ
さ
り
給
は
ぬ
（
を
ま
し
て
）
Ａ
さ
り
給
は
ぬ（
を
ま
し
て
）

56
24
⑥
Ｂ
み
か
と
よ
ろ
つ
に
ゐ
た
ち
て

Ａ
ゐ
た
ち

Ａ
ゐ
た
ち

Ａ
ゐ
た
ち

57
24
⑦
Ｂ
お
ほ
し
い
た
つ
き

Ｂ
お
ほ
し
い
た
つ
き

Ａ
お
ほ
し
い
と
な
み
て

Ａ
お
ほ
し
い
と
な
み
て

58
24
⑪
Ｂ
御
い
し
た
て
ゝ

Ｂ
御
い
し
た
て
ゝ

Ａ
い
し
た
て
ゝ

Ａ
い
し
た
て
ゝ

59
25
⑬
Ｂ
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

60
26
①
Ｂ
む
す
ひ
こ
め
つ
や
と

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

61
26
②
Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

62
26
⑩
Ａ
女
き
み
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

？
女
君
は
す
こ
し
す
き

給
へ
る

？
女
君
は
す
こ
し
給
へ
る

Ａ
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

Ａ
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

63
26
⑪
Ａ
に
け
な
く

ａ
に
け
な
う

Ａ
に
け
な
く

Ａ
に
け
な
く

64
27
⑥
Ｂ
こ
ゝ
ら
み
る
よ
に
あ
り
か

Ｂ
こ
ゝ
ら

Ａ
に
る
人
な
く
も

Ａ
に
る
人
な
く
も

65
28
②
Ｂ
も
く
す
り
た
く
み
（
つ
か
さ

な
と
に
）

Ｂ
も
く
す
り
た
く
み

（
つ
か
さ
な
と
に
）

Ａ
修
理
職
た
く
み
（
つ
か
さ

に
）

Ａ
修
理
職
た
く
み
（
つ
か
さ

に
）

河
内
本
系
（
Ｂ
）
項
目
数

50
（
100
％
）
＊
の
数
18
（
100
％
）

＊
の
数
21
（
100
％
）

＊
の
数
13
（
100
％
）

＊
の
数
50
（
100
％
）

＊
の
数
50
（
100
％
）

Ｂ
系
の
一
致
率

50
（
100
％
）
（
14
÷
18
）
77
・
８
％
（
３
÷
21
）
14
・
３
％

　

０

（
３
÷
50
）
６
・
０
％

（
３
÷
50
）
６
・
０
％

Ｂ
・
ｂ
の
数

50

　
　

14

　

３

　

０

　

３

　

３

Ａ
系
の
一
致
率

（
３
÷
18
）
16
・
７
％
（
16.5
÷
21
）
78
・
６
％

（
11
÷
13
）
84
・
６
％

（
46
÷
50
）
92
・
０
％

（
46
÷
50
）
92
・
０
％

Ａ
・
ａ
の
数

０

　
　

３

　

17
（
う
ち
№
21
は
0.5
扱
）
　

11

　

47
（
№
21
・
34
は
0.5
扱
）
　

47
（
№
21
・
34
は
0.5
扱
）

そ
の
他
の
率

（
１
÷
18
）
５
・
６
％

（
１
÷
21
）
４
・
８
％

（
２
÷
13
）
15
・
４
％

　
　

／

　

／

そ
の
他
の
数

０

　
　

１

　

１

　

２

「
＊
の
数
」
と
は
耕
雲
本
の
Ｂ
の
項
目
に
対
す
る
項
目
数



　

耕
雲
本
の
桐
壺
は
河
内
本
系
（
Ｂ
）
で
あ
り
、
こ
の
表
に
挙
げ
た
Ｂ
の
箇
所
は

五
〇
箇
所
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
〇
箇
所
以
外
は
、
他
の
著
書
の
箇
所
に
対
応
す

る
耕
雲
本
と
い
う
こ
と
で
一
五
箇
所
加
え
て
あ
る
。
こ
の
一
五
箇
所
は
青
表
紙
本
系

（
Ａ
）
で
あ
り
、
合
計
六
五
箇
所
の
表
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
計
は
先
述
し

た
と
お
り
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
五
〇
箇
所
に
つ
い
て
行
い
、
ａ
・
ｂ
に
つ
い
て

は
Ａ
・
Ｂ
の
半
分
の
０
・５
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

　

ま
ず
兼
良
著『
和
秘
抄
』か
ら
見
る
。
№
63
の
耕
雲
本「
に
け
な
く
」が『
和
秘
抄
』

で
は「
に
け
な
う
」と
音
便
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、№
３
耕
雲
本「
あ
つ
し
く
」が『
和

秘
抄
』
で
は
未
詳
本
文
「
あ
つ
し
う
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
も
に

不
注
意
な
引
用
態
度
を
読
み
取
る
べ
き
か
。
№
11
「
お
ほ
き
み
つ
の
位
」
は
御
物
本

と
の
校
合
で
得
ら
れ
る
「
お
ほ
き
み
み
つ
の
位
」
の
「
み
」
の
誤
脱
本
文
の
よ
う
だ
。

№
36
「
て
い
し
の
院
か
ゝ
せ
給
て
」
は
耕
雲
本
に
は
な
か
っ
た
「
の
」
が
『
和
秘
抄
』

で
は
加
え
ら
れ
読
み
を
示
し
た
よ
う
だ
。
№
62
「
…
す
き
…
」
は
耕
雲
本
の
「
…
す

く
し
…
」
の
解
釈
本
文
と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
と
誤
写
が
疑
わ
れ
る
箇
所
や
忠
実
に

写
さ
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ど
う
や
ら
兼
良
の
引
用
も
厳
密
さ
に
欠
け
る
よ
う
で

あ
る
。
№
38
・
45
・
56
の
『
和
秘
抄
』
が
既
に
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、兼
良
耕
雲
本
に
も
校
訂
の
た
め
の
書
入
れ
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
和
秘
抄
』

一
八
箇
所
で
耕
雲
本
と
一
致
す
る
Ｂ
本
文
の
箇
所
は
一
四
箇
所
に
止
ま
り
、
Ｂ
系
の

本
文
で
あ
る
率
は
約
七
七
・
八
％
で
あ
る
。

　
『
紫
塵
愚
抄
』
に
は
、
Ｂ
系
の
本
文
が
ま
だ
約
一
四
・
三
％
も
残
っ
て
い
る
。
宗
祇

が
解
説
に
重
き
を
置
き
、
引
用
本
文
に
は
あ
ま
り
意
に
介
さ
な
い
人
物
で
あ
る

（
22
）

の
に
、
耕
雲
本
と
の
一
致
、
約
一
四
％
は
存
外
多
い
と
い
う
感
触
を
受
け
る
。
さ
ら

に
№
３
の
「
あ
つ
し
う
」
は
、『
和
秘
抄
』
を
確
認
す
る
ま
で
は
典
拠
不
明
の
本
文

と
認
識
し
て
き
た
が
、
こ
の
「
あ
つ
し
う
」
は
『
和
秘
抄
』
の
「
あ
つ
し
う
」
が
淵

源
で
あ
る
よ
う
だ
。
宗
祇
の
『
紫
塵
愚
抄
』
に
は
兼
良
耕
雲
本
の
本
文
と
、『
和
秘
抄
』

の
本
文
が
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い

る
な
か
、『
大
成
』
に
見
ら
れ
な
い
本
文
が
一
三
箇
所
中
四
箇
所
も
あ
り
、
肖
柏
の

引
用
も
厳
密
さ
に
欠
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
青
表
紙
本
化
に
押
さ

れ
耕
雲
本
の
本
文
の
残
存
率
が
約
〇
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
肖
柏

の
手
沢
本
が
、
文
明
八
年
1476
新
写
の
手
沢
本
②
か
ら
文
明
一
八
年
1486
新
写
の
手
沢
本

③
へ
と
変
わ
る
に
つ
れ
青
表
紙
本
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、『
源
氏
物

語
聞
書
』
の
Ａ
系
の
本
文
が
約
八
四
・
六
％
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ

れ
る
。

　

第
一
次
『
源
氏
物
語
聞
書
』
が
文
明
八
年
1476
に
成
立
し
た
直
後
、
肖
柏
は
物
語
本

文
と
『
源
氏
物
語
聞
書
』
と
の
本
文
の
一
致
を
図
っ
て
校
合
を
し
た
が
、
永
正
七
年

1510
に
成
立
し
た
第
二
次
『
弄
花
抄
』
に
い
た
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
手
が
加
え
ら

れ
実
隆
著
『
弄
花
抄
』
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』

と
し
て
こ
こ
に
挙
げ
た
本
文
は
、
文
明
八
年
当
初
の
も
の
に
は
該
当
し
な
い
の
で
あ

ろ
う
。 

そ
れ
で
は
、
い
つ
頃
の
本
文
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』
の
成
立
が
長
享
二
年
1488
以
前
と
さ
れ
て
い
て

（
23
）、

Ｂ
系

の
本
文
と
の
一
致
が
一
四
・
三
％
で
あ
り
、
Ａ
系
の
本
文
と
の
一
致
率
が
七
八
・
六
％

に
な
っ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
聞
書
』
は
、
Ｂ
本
文
と
の
一
致
が
〇
％
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
Ａ
系
の
本
文
の
一
致
率
が
八
四
・
六
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断

し
て
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
本
文
は
『
紫
塵
愚
抄
』
以
後
の
も
の
で
あ
り
、
紅
梅

本
の
Ａ
系
の
本
文
と
の
一
致
率
が
九
二
・
〇
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、『
源
氏
物
語
聞

書
』
の
本
文
は
紅
梅
本
の
成
立
以
前
の
も
の
と
な
る
。
以
上
か
ら
判
断
し
て
、『
源

氏
物
語
聞
書
』
の
本
文
は
肖
柏
が
第
二
次
本
を
作
っ
た
長
享
三
年
1489
こ
ろ
の
も
の
と

― 213 ―



推
測
す
る
。

　

注
（
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
著
（
以
下
、「
上
野
著
」）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

お
り
、
西
家
本
諸
本
の
中
で
青
表
紙
本
化
の
達
成
度
が
随
一
で
あ
る
の
は
紅
梅
本
で

あ
り
、
Ａ
本
文
と
一
致
す
る
率
は
九
二
・
〇
％
で
あ
る
。『
大
成
』
に
青
表
紙
系
の
一

本
と
さ
れ
て
い
る
肖
柏
本
五
〇
巻
の
な
か
に
桐
壺
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
桐
壺
の

調
査
で
は
、
肖
柏
本
・
日
大
本
も
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
は
同
じ
で
あ
る
。
肖
柏
本
に

つ
い
て
は
、
肖
柏
と
い
う
人
物
と
の
関
係
が
未
だ
に
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
大
本

と
の
親
近
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
こ
で
の
調
査
で
も
日
大
本
に
近
い
。

こ
の
耕
雲
本
の
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
を
見
た
五
〇
箇
所
で
は
、
日
大
本
と

紅
梅
本
と
が
同
文
で
あ
る
の
で
、
紅
梅
本
か
ら
日
大
本
へ
の
本
文
の
流
れ
に
と
き
に

見
ら
れ
る
青
表
紙
本
化
の
後
退
現
象
が
見
ら
れ
な
い
が
、
他
の
巻
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
だ
ま
だ
調
査
す
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
桐
壺
の
調
査
で
分
か
っ
た
の
は
、
宗
祇
の
師
事
し
た
兼
良
の
所
持
本
（
兼

良
耕
雲
本
）
の
本
文
が
、『
和
秘
抄
』
の
引
用
本
文
に
、
ま
た
、
兼
良
耕
雲
本
を
受

容
し
た
宗
祇
の
手
沢
本
を
通
し
て
、『
紫
塵
愚
書
』の
本
文
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
耕
雲
本
の
Ｂ
本
文
は
、
時
が
経
過
し
て
成
立
し
た
著
書
で
は
Ａ
本
文
へ
と

置
き
換
わ
っ
て
い
る
。つ
ま
り
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
青
表
紙
本
化
の
努
力
の
蓄
積
が
、

Ｂ
本
文
の
減
少
と
Ａ
本
文
の
増
加
と
し
て
具
現
し
て
い
る
。
三
人
の
『
源
氏
』
研
究

の
出
発
点
に
は
兼
良
耕
雲
本
の
本
文
（
た
だ
し
、青
表
紙
本
化
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
）

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
は
時
の
経
過
と
と
も
に
青
表
紙
本
系
本
文
へ
と
置

き
換
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
耕
雲
本
の
奥
書
及
び
跋
歌

　

と
こ
ろ
で
、
兼
良
耕
雲
本
を
写
し
た
と
推
測
し
た
宗
祇
手
沢
本
①
、
肖
柏
手
沢
本

①
、
宗
祇
手
沢
本
①
を
写
し
た
文
明
本
の
三
本
は
、
耕
雲
本
の
特
徴
と
い
え
る
奥
書

と
跋
歌
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
本
と
も
に
伝
存
し

て
い
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
持
っ
て
い
た
と
想

像
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
師
の
本
で
あ
る
書
本
に
存
在
し
た
も
の
を
写
さ
ず
に
省
略

す
る
と
い
う
書
写
態
度
は
不
敬
で
あ
り
、
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
今
日
ま
で
伝
存
し
て
い
る
日
大
本
・
肖
柏
本
に
は
耕
雲
本
の
本
奥
書
お
よ

び
跋
歌
は
な
い
。
こ
れ
は
、
書
写
が
重
ね
ら
れ
る
途
中
で
奥
書
お
よ
び
跋
歌
を
写
さ

な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

写
さ
ず
に
済
ま
せ
た
の
が
何
時
か
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
耕
雲
本
の
本
文
か
ら

脱
し
青
表
紙
本
化
が
出
来
た
と
実
隆
ら
が
確
信
で
き
た
時
点
以
後
の
清
書
的
書
写
に

よ
る
新
写
本
作
り
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
既
に
耕
雲
本
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

新
写
本
に
耕
雲
本
の
本
奥
書
お
よ
び
跋
歌
は
不
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宗
祇
手
沢
本
②
、
肖
柏
手
沢
本
③
、
文
明
本
を
売
却
後
の
永
正
三
年
閏
一
一
月

二
一
日
に
作
成
さ
れ
た
Ｂ
本

（
24
）

に
は
、
も
う
こ
の
本
奥
書
お
よ
び
跋
歌
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
別
冊
仕
立
で
写
さ
れ
た

（
25
）

可
能
性
は
残
る
け
れ
ど
も
。

四　

肖
柏
著
『
源
語
花
錦
抄
』
の
検
討

　

肖
柏
は
、
文
明
本
の
成
立
時
か
ら
六
年
あ
ま
り
経
過
し
た
延
徳
三
1491
年
五
月
末
に

『
源
語
花
錦
抄
』（
略
称
『
花
錦
抄
』）
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
四
年
余

り
し
て
、
上
﨟
局
本
（
一
筆
本
）
が
書
写
了
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
肖
柏
が
『
花
錦

抄
』
を
執
筆
し
た
時
と
上
﨟
局
が
書
入
文
明
本
を
書
写
し
始
め
た
時
が
重
な
っ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
花
錦
抄
』
は
、
神
宮
文
庫
本
と
桃
園
文
庫
本
の
写
本
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
幸
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い
に
も
自
筆
本
も
存
在
し
て
い
る
。
京
都
女
子
大
学
蔵
本
で
あ
り
、
清
水
克
彦
氏
の

解
説
付
き
影
印
お
よ
び
翻
刻
が
あ
る

（
26
）

の
で
影
印
を
用
い
調
査
を
す
る
。

　

肖
柏
は
、
該
書
で
『
源
氏
』
の
三
五
の
巻
か
ら
抄
出
し
、
簡
単
な
解
説
を
付
し
て

い
る
。
抄
出
文
が
肖
柏
の
本
の
そ
の
頃
の
本
文
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
肖
柏
の
本
の
変
遷
を
知
る
助
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、『
花
錦
抄
』
の
本
文
の
位
置
を
見
る
た
め
に
、
耕
雲
本
・
紅
梅
本
・
肖
柏

本
を
比
較
す
る
。
校
異
を
と
る
際
は
、
書
入
後
を
そ
の
本
の
本
文
と
し
、「
を
・
ほ
」

「
漢
字
・
仮
名
」
な
ど
の
類
の
表
記
差
を
無
視
す
る
。
な
お
、『
花
錦
抄
』
に
引
用
さ

れ
た
本
文
を
中
程
の
欄
に
『
大
成
』
所
載
本
と
の
校
異
の
あ
る
ご
と
に
校
異
箇
所
に

対
応
す
る
耕
雲
本
の
本
文
を
掲
げ
、『
花
錦
抄
』
の
本
文
の
下
部
に
紅
梅
本
を
置
き
、

さ
ら
に
下
部
に
肖
柏
本
を
配
し
た
が
、
一
続
き
の
抄
出
文
で
あ
っ
て
も
、
校
異
ご
と

に
別
№
を
付
し
た
た
め
、
全
五
七
箇
所
の
表
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
計
は
ブ

ロ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
又
は
「
Ｃ
」
の
箇
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
も
、前
掲
の
［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］
に
準
じ
て
作
成
す
る
。
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［『
花
錦
抄
』
の
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］

資
料

『
大
成
』

耕
雲
本
（『
大
成
』
高
松
宮
家
本
＊
）

『
花
錦
抄
』（
写
真
版
）
1491
年

紅
梅
本（

写
真
版
）

（
上
﨟
局
本
1495
年
）

肖
柏
本
（
帚
木
・
野
分
は
写
真
版
、
他
は

『
大
成
』）

1497
年
以
降
か

№
頁
行
巻
名

１
27
⑩
桐
壺

Ｂ
き
ゝ
か
よ
ひ

？
き
ゝ
か
は
し

Ｂ

Ｂ
き
ゝ
か
よ
ひ

２
27
⑩
桐
壺

Ｂ
御
け
は
ひ
は
か
り
を

Ｂ
御
け
は
ひ
は
か
り
を

Ａ

Ａ
御
こ
ゑ
を

３
73
①
帚
木

Ｂ
な
に
心
も
な
き

Ａ
な
に
心
な
き

Ａ

Ａ
な
に
心
な
き

４
73
②
帚
木

Ｂ
人
か
ら
所
か
ら
の

Ａ
人
か
ら

Ａ

Ａ
人
か
ら

５
101
⑪
夕
顔

Ｂ
い
つ
こ
を

Ａ
い
つ
こ
か

Ａ

Ａ
い
つ
こ
か

６
174
④
若
紫

Ｂ
と
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
え
給
へ
と

？
と
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
さ
る
れ
と

Ａ

Ａ
と
ら
ま
ほ
し
け
な
れ
と

７
174
⑤
若
紫

Ａ
あ
さ
ま
し
う

？
あ
さ
ま
し
く

Ａ

Ａ
あ
さ
ま
し
う

８
278
⑫
花
宴

Ｂ
ま
と
は
ま
し
や
は

Ａ
ま
よ
は
ま
し
や
は

Ａ

Ａ
ま
よ
は
ま
し
や
は

９
287
⑩
葵

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

Ａ

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

10
288
②
葵

Ａ
か
け
を
の
み

？
か
け
を
た
に

Ａ

Ａ
か
け
を
の
み

11
417
⑩
須
磨

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に

Ａ

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に
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12
429
③
須
磨

Ｂ
う
ら
千
鳥
あ
は
れ
に

Ａ
ち
と
り
い
と
哀
に

Ａ

Ａ
千
と
り
い
と
あ
は
れ
に

13
464
⑧
明
石

Ｂ
気
色
こ
と
に

？
け
し
は
か
り

Ａ

Ａ
け
し
き
は
か
り

14
465
④
明
石

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
む

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
ん

Ａ

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
む

15
510
⑪
澪
標

Ｂ
し
も
わ
た
り
の
京
こ
く

Ａ
し
も
つ
か
た
の
き
や
う
こ
く
わ
た
り

Ａ

Ａ
し
も
つ
か
た
の
京
極
わ
た
り

16
510
⑫
澪
標

Ｂ
か
ね
の
こ
ゑ
〳
〵

？
こ
ゑ

Ａ

Ａ
こ
ゑ
〳
〵

17
594
⑪
松
風

Ａ
き
ん
た
ち

Ａ
君
た
ち

Ａ

Ａ
君
た
ち

18
594
⑫
松
風

Ａ
つ
と
に
し
て

Ａ
つ
と
に
し
て

Ａ

Ａ
つ
と
に
し
て

19
643
⑩
朝
顔

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

Ａ

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

20
672
②
少
女

Ａ
せ
か
い

Ｃ
せ
け
ん

Ａ

Ａ
せ
か
い

21
672
②
少
女

Ａ
ゑ
い
花
に
の
み

Ａ
ゑ
い
く
わ
に
の
み

Ａ

Ａ
ゑ
い
花
に
の
み

22
672
③
少
女

Ｂ
な
ら
し
給
ふ
へ
き

Ａ
な
ら
し
た
ま
ふ

Ａ

Ａ
な
ら
し
給

23
672
③
少
女

Ａ
心
さ
し
の

ａ
心
さ
し

Ａ

Ａ
心
さ
し
の

24
740
⑥
玉
鬘

Ｂ
ゆ
く
水
を

Ｂ
ゆ
く
水
を

Ａ

Ａ
ゆ
く
水
を
は

25
740
⑥
玉
鬘

Ｂ
は
つ
せ
河
と
は

Ａ
は
つ
せ
川
と

Ａ

Ａ
は
つ
せ
川
と

26
809
⑭
蛍

Ｂ
ほ
と
ゝ
き
す

Ｂ
郭
公

Ａ
ほ
と
ゝ
き
す
な
と
Ｂ
ほ
と
ゝ
き
す

27
868
⑫
野
分

Ｂ
日
の
や
う
〳
〵

Ａ
日
の
わ
つ
か
に

Ａ

Ａ
日
の
わ
つ
か
に

28
873
⑦
野
分

Ａ
お
ほ
か
た
に

？
大
か
た
の

Ａ

Ａ
お
ほ
か
た
に

29
945
⑥
真
木
柱

Ａ
立
と
ま
り
給
て
も
御
心
の
…

Ａ
た
ち
と
ま
り
た
ま
ひ
て
も
御
心
の
…

Ａ

Ａ
立
と
ま
り
給
て
も
御
心
の
…

30
979
⑧
梅
枝

Ａ
か
す
〳
〵
に
も

Ｃ
数
〳
〵
に
し
も

Ａ

Ａ
か
す
〳
〵
に
も

31
979
⑧
梅
枝

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

Ａ

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

32
979
⑧
梅
枝

Ａ
お
も
ひ
き
え

Ａ
思
ひ
き
え

Ａ

Ａ
お
も
ひ
き
え

33
1064
⑨
若
菜
上

Ｂ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ

Ａ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ
な

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ
な
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34
1064
⑩
若
菜
上

Ａ
心
わ
く
る

Ａ
心
わ
く
る

ａ
（
熊
に
よ
る
）
ａ
心
わ
く

35
1064
⑩
若
菜
上

Ａ
あ
ら
ま
し

Ｂ
あ
ら
ま
ほ
し

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
あ
ら
ま
し

36
1113
⑪
若
菜
上

Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
〳
〵

Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
〳
〵

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
く

37
1232
⑩
柏
木

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
そ
ら
の
け
ふ
り

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
空
の
け
ふ
り

Ａ

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
そ
ら
の
け
ふ
り

38
1346
②
夕
霧

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

Ａ

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

39
1388
⑥
御
法

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
許

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
は
か
り

Ａ

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
許

40
1418
⑬
幻

Ｂ
星
逢
み
る
ほ
と
も
な
し

Ａ
ほ
し
合
み
る
人
も
な
し

Ａ

Ａ
星
逢
み
る
人
も
な
し

41
1419
②
幻

Ａ
よ
そ
に
み
て

Ｃ
よ
そ
に
し
て

Ａ

Ａ
よ
そ
に
み
て

42
1436
②
匂
宮

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
給
ふ

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
た
ま
ふ

Ｂ

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
給
ふ

43
1436
③
匂
宮

Ａ
春
さ
め
の
し
つ
く
に
も

ａ
春
の
雨
の
し
つ
く
に
も

Ａ

Ａ
春
さ
め
の
し
つ
く
に
も

44
1521
①
橋
姫

Ｃ
か
く
れ
な
き
御
に
ほ
ひ
を
ひ
か
せ
に
つ
き
て
Ａ
か
く
れ
な
き
御
匂
そ
風
に
し
た
か
ひ
て

Ａ

Ａ
かヒ

 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ

く
れ
つ
る
に
か
く
れ
な
き
御
に
ほ
ひ

そ
風
に
し
た
か
ひ
て

45
1562
⑪
椎
本

Ｂ
山
の
け
し
き

Ａ
野
山
の
け
し
き

Ａ

Ａ
の
山
の
け
し
き

46
1562
⑪
椎
本

Ａ
ま
し
て
そ
て
の

Ａ
ま
し
て
袖
の

Ａ

Ａ
ま
し
て
そ
て
の

47
1562
⑪
椎
本

ａ
も
と
を
し
か
ち
に

ａ
も
よ
ほ
し
か
ち
に
て

Ａ

Ａ
も
よ
を
し
か
ち
に

48
1562
⑪
椎
本

Ａ
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
こ
の
は
の
を
と
も
水
の

ひ
ゝ
き
も
涙
の
た
き
も
ひ
と
つ
も
の
ゝ
や
う

に
く
れ
ま
と
ひ
て

？
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
木
葉
の
音
も
水
の
ひ
ゝ
き
も
ひ
と
つ
も

の
ゝ
や
う
に
お
ほ
さ
れ
て

Ａ

Ａ
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
こ
の
は
の
を
と
も
水

の
ひ
ゝ
き
も
涙
の
た
き
も
ひ
と
つ
も
の
ゝ

や
う
に
く
れ
ま
と
ひ
て

49
1682
②
早
蕨

Ａ
は
な
の
木
と
も
の

Ａ
花
の
木
と
も
の

Ａ

Ａ
は
な
の
木
と
も
の

50
1682
②
早
蕨

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

Ａ

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

51
1682
③
早
蕨

Ａ
み
ね
の
か
す
み
の
た
つ
を

Ａ
み
ね
の
霞
の
た
つ
を

Ａ

Ａ
み
ね
の
か
す
み
の
た
つ
を

52
1682
③
早
蕨

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

Ａ

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

53
1682
③
早
蕨

Ａ
と
こ
世
に
て

Ｂ
と
こ
世
に

Ａ

Ａ
と
こ
世
に
て



　
『
花
錦
抄
』
五
七
箇
所
に
対
応
す
る
耕
雲
本
の
う
ち
、
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
系
統
本
文
は

二
三
箇
所
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
示
し
た
耕
雲
本
二
三
箇
所
を
起
点
と
す
る
箇

所
の
み
を
集
計
す
る
と
、『
花
錦
抄
』
の
一
五
箇
所
が
Ａ
で
、
こ
れ
は
二
三
箇
所
の

内
の
約
六
五
・
二
％
に
あ
た
り
、
四
箇
所
が
Ｂ
で
二
三
箇
所
の
内
の
一
七
・
四
％
に
あ

た
る
。「
三　

耕
雲
本
か
ら
の
脱
皮
と
青
表
紙
本
化
」
で
の
調
査
は
桐
壺
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
巻
々
か
ら
抄
出
し
た
『
花
錦
抄
』
と
は
異
な
る
の
を
懸
念

し
つ
つ
も
、Ｂ
お
よ
び
Ｃ
本
文
と
の
一
致
率
と
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
か
ら
『
花
錦
抄
』

の
位
置
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

Ａ
系
本
文
と
の
一
致
率
六
五
・
二
％
か
ら
は
『
花
錦
抄
』
の
位
置
は
「
あ
」
で
あ

り
、Ｂ
お
よ
び
Ｃ
本
文
と
の
一
致
率
一
七
・
四
％
か
ら
は
『
花
錦
抄
』
の
位
置
は
「
い
」

で
あ
る
。『
花
錦
抄
』
の
本
文
上
の
位
置
は
、
Ａ
本
文
の
一
致
率
の
位
置
「
あ
」
と

Ｂ
本
文
の
一
致
率
の
位
置
「
い
」
か
ら
、
比
較
的
に
『
紫
塵
愚
抄
』
に
近
い
と
い
え

る
。
そ
し
て
、
成
立
年
の
延
徳
三
年
1491
か
ら
は
、
そ
の
位
置
は
「
う
」
あ
た
り
で
あ

る
。『
花
錦
抄
』
成
立
当
時
の
本
文
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
た
が
、
ズ
レ
が
あ
る
。

延
徳
三
年
成
立
と
い
う
の
は
動
か
な
い
の
で
、
書
本
が
以
前
の
手
沢
本
を
使
用
し
て

『
花
錦
抄
』
を
著
述
し
た
こ
と
で
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
思
い

巡
ら
せ
ば
、
肖
柏
は
手
沢
本
①
を
『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
に
用
い
た
、
と
推
測
し

た
。
肖
柏
本
桐
壺
の
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
は
九
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
が
、『
花
錦
抄
』

は
八
七
・
〇
％
で
あ
る
。
研
究
上
の
著
述
で
な
い
の
で
、
以
前
の
手
沢
本
で
気
楽
に

著
述
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
№
19
・
28
・
33
・
39
・
51
で
は
耕
雲
本

が
Ａ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
花
錦
抄
』
が
河
内
本
系
や
別
本
系
本
文
で
あ
り
、

ズ
レ
の
原
因
と
し
て
誤
写
を
疑
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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54
1722
⑧
宿
木

Ｃ
思
ふ
に

Ａ
お
も
ふ
に
さ
ら
に

Ａ

Ａ
思
ふ
に
さ
ら
に

55
1922
⑤
浮
舟

Ａ
か
へ
り
給
ほ
と
…
か
ゝ
ら
ぬ
山
も
な
く
〳
〵

そ
ゆ
く

Ａ
か
へ
り
た
ま
ふ
ほ
と
…
か
ゝ
ら
ぬ
山
も
な
く
〳
〵
そ
ゆ
く
Ａ

Ａ
か
へ
り
給
ほ
と
…
か
ゝ
ら8
ぬ
山
も
な
く

〳
〵
そ
ゆ
く

56
1993
④
手
習

Ｃ
山
に
な
く
し
か
人
に

Ａ
山
に
鳴
鹿
を
た
に
人
に

Ａ

Ａ
山
に
な
く
し
か
を
た
に
人
に

57
1993
⑤
手
習

ａ
し
な
む
と
す
る
を
み
つ
ゝ

ａ
し
な
む
と
す
る
を
見
つ
ゝ

ａ

ａ
し
な
む
と
す
る
を
み
つ
ゝ

耕
雲
本
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数

23
（
100
％
）

耕
雲
本
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数
23
（
100
％
）

23

23
（
100
％
）

一
致
率

Ｂ
・
Ｃ
と
同
文

／

（
４
÷
28
）
19
・
４
％

花
錦
抄
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数  

３

２
（
８
・７
％
）
３
（
13
・
０
％
）

一
致
率

Ａ
・
ａ
の
数

／

（
15
÷
23
）
65
・
２
％

花
錦
抄
の
Ａ
・
ａ
項
目
数  

14

21
（
91
・
３
％
）
20
（
87
・
０
％
）

不
詳
本
文

／

（
４
÷
23
）
17
・
４
％

０

０

＊	

高
松
宮
家
本（
耕
雲
本
）は
、松
風
の
み
が
青
表
紙
本
系
で
あ
り
、残
る
五
二
帖
の
う
ち
、橋
姫
・
宿
木
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
の
七
帖
が
別
本
系
統（
Ｃ
）、以
上
の
他
の
帖
は
河
内
本
系
統（
Ｂ
）で
あ
る
。



　
【
花
錦
抄
の
位
置
】     

 

＊
成
立
年
は
紅
梅
本
の
親
本
の
も
の
で
あ
る
。

五　

 

校
合
本
「
正
徹
本
源
氏
物
語
」

　

三
人
共
同
の
『
源
氏
』
研
究
に
お
い
て
青
表
紙
本
化
の
た
め
の
校
合
に
使
用
さ
れ

た
本
は
、
ど
の
本
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
真
っ
先
に
名
を
挙
げ
る
べ
き

は
、
正
徹
本
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
正
徹
本
」）
で
あ
ろ
う
。

　

正
徹
の
死
去
し
た
長
禄
三
年
1459
に
実
隆
は
ま
だ
五
歳
で
あ
っ
た
。
正
徹
の
蔵
書
が

そ
の
没
後
に
ど
う
な
っ
た
か
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
実
隆
四
一
歳
時
の
『
公
記
』
明

応
四
年
1495
八
月
一
日
条
に
正
徹
本
の
名
が
出
て
く
る
。
次
に
、途
中
か
ら
引
用
す
る
。

先
日
太
閤
相
国
よ
り
も
被
申
候
子
細
候
處 

折
節
無
御
出
頭
候
之
間
万
端
無
興

候
き 

抑
勅
撰
内
少
々
沽
却
候
ら
ん 

先
々
令
祝
著
候 

早
々
被
召
寄
被
仰
合
候
て

給
者
可
為
本
望
候 

源
氏
も
青
表
紙
小
形
候 

銘
筆
招
月
候 

花
宴
一
冊
新
写 

同

招
月
筆
候 

同
先
々
被
召
寄
候
て 

他
所
へ
遣
候
は
す
は
可
為
本
望
候
（
後
略
）

　

こ
の
記
事
は
、
実
隆
が
徳
大
寺
実
淳
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
を
紙
背
用
紙
と
し
て

使
わ
ず
、
記
録
と
し
て
そ
の
ま
ま
日
記
に
挿
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
（
一
）　

徳
大
寺
実
淳

　

宮
川
葉
子
著
『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
）
七
六
頁
に

八
月
。
一
日
、
先
般
罹
災
し
た
実
淳
が
焼
け
残
っ
た
文
書
売
却
を
相
談
し
に
来

た
。
そ
の
中
に
は
正
徹
銘
の
「
青
表
紙
小
形
」
源
氏
物
語
や
、
正
徹
書
写
の
花

の
宴
が
あ
っ
た
と
い
う
（
以
下
、
別
事
の
記
事
に
移
る
）。

と
書
か
れ
て
い
る

（
27
）。

  

こ
の
手
紙
の
書
か
れ
た
直
前
の
明
応
四
年
1495
七
月
二
八
日
に
徳
大
寺
実
淳
（
文
安

二
1445
～
天
文
二
1533
）
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
、
桃
園
文
庫
『
源
氏
物
語
揚
名

介
秘
説
』
の
奥
書
か
ら
も
判
明
す
る
。
実
淳
は
邸
宅
再
建
の
た
め
の
資
金
を
得
る
た

め
か
、
焼
け
残
っ
た
蔵
書
の
中
か
ら
売
却
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

実
淳
は
、
耕
雲
本
の
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
て
実
淳
本
を
も
の
に
し
、
そ
の
実
淳

本
は
文
明
書
写
本
・
長
享
書
写
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
本
と
な
り
、
さ
ら
に
延
徳
書
写

本
も
五
一
帖
が
実
淳
本
を
書
写
し
た
文
明
書
写
本
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
耕

雲
本
の
伝
来
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
売
却
予
定
の
書
目
の

中
に
耕
雲
本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
）。

　

実
隆
と
の
関
わ
り
は
、『
公
記
』
文
明
一
六
年
1484
一
一
月
七
日
条
に
実
淳
の
た
め

に
『
後
撰
集
』
の
書
写
を
始
め
た
こ
と
、
同
一
七
年
1485
六
月
二
三
日
条
に
宗
祇
の
帚

木
講
釈
を
実
隆
の
企
画
に
よ
り
実
淳
邸
で
催
し
た
こ
と
、
同
一
八
年
1486
一
〇
月
一
日

条
に
信
濃
か
ら
到
来
の
柿
を
実
淳
に
分
け
届
け
た
こ
と
等
が
見
ら
れ
、
文
学
面
で
の
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Ａ
系
６
５
・
２
％　
　
　

Ｂ
・
Ｃ
系
１
７
・
４
％



交
際
の
み
な
ら
ず
日
常
的
に
も
相
当
親
し
い
交
わ
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

う
い
う
親
し
い
仲
な
の
で
、
実
隆
に
蔵
書
売
却
の
相
談
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
二
）　

正
徹
本

　

前
掲
の
手
紙
で
注
目
す
べ
き
は
、
売
却
予
定
の
本
の
中
に
、
正
徹
本
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

　

正
徹
（
永
徳
二
年
1381
～
長
禄
三
年
1459
）
は
、
足
利
六
代
将
軍
義
政
に
嫌
わ
れ
謫
居

す
る
も
、
そ
の
没
後
は
歌
壇
に
復
帰
し
活
躍
、
八
代
将
軍
義
政
に
『
源
氏
』
を
教
え

た
と
い
う
。

　

実
淳
は
、
正
徹
没
時
の
長
禄
三
年
1459
に
一
五
歳
で
あ
り
、
正
徹
本
の
売
却
を
考
え

る
明
応
四
年
1495
時
は
五
一
歳
。
こ
の
間
ず
っ
と
正
徹
本
が
徳
大
寺
家
に
あ
っ
た
か
は

不
明
な
が
ら
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
が
共
同
研
究
を
し
た
文
明
一
七
年
1485
・

一
八
年
の
こ
ろ
に
は
徳
大
寺
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
実
淳
は
三

人
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
る
の
を
知
っ
て
、
該
書
の
本
文
が
定
家
の
青
表
紙
本
に
ま

で
遡
れ
る
と
奥
書
に
書
く
正
徹
本
を
実
隆
に
貸
し
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

隆
た
ち
の
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
文
明
一
七
年
閏
三
月
二
八
日
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の

『
公
記
』六
月
二
三
日
条
に
実
淳
邸
で
の
宗
祇
の
帚
木
講
釈
の
記
事
が
あ
る
。こ
れ
は
、

正
徹
本
を
貸
し
出
し
て
く
れ
た
実
淳
に
花
を
持
た
せ
る
企
画
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

宗
祇
の
講
釈
を
聴
聞
し
た
人
々
は
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
嘆
し
て
注
釈
書
を
所
望

し
、
七
月
早
々
に
は
宗
祇
著
『
雨
夜
談
抄
』
を
も
の
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
企

画
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、『
雨
夜
談
抄
』
の
引
用
本
文
に
つ
い
て

は
「
青
表
紙
本
系
で
は
あ
る
も
の
の
、や
は
り
傷
の
多
い
本
文
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」

（
上
野
著
一
八
八
頁
）
と
結
論
付
け
て
お
ら
れ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
で
の
非
青
表
紙

系
か
ら
『
雨
夜
談
抄
』
で
の
青
表
紙
本
化
に
正
徹
本
が
寄
与
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　

そ
し
て
、
共
同
研
究
が
終
わ
る
文
明
一
八
年
六
月
一
八
日
の
後
に
は
正
徹
本
の
返

却
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。『
公
記
』
に
正
徹
本
の
借
り
出
し
お
よ
び
返
却
の
記
事

を
見
い
だ
せ
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
同
年
一
〇
月
一
日
条
に
、
信
濃
か
ら
到

来
の
柿
の
う
ち
か
ら
実
淳
に
届
け
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
実
淳
へ
の
感
謝
の
思
い
が

取
ら
せ
た
行
動
と
い
え
よ
う
か
。

　

さ
て
、
加
藤
洋
介
氏
は
、「
室
町
期
の
源
氏
物
語
本
文
―
三
条
西
家
本
と
正
徹
本	

と
」（

28
）

に
お
い
て
、
正
徹
本
が
「
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
と
非
常
に
近
い
関
係
に

あ
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
加
藤
氏
の
こ
の
結
論
は
、
三
人
の
共
同
研
究
に
使
用

さ
れ
た
本
が
正
徹
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
し
、
宗
祇
の
本
も
残
っ
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
も
肖
柏
本
・
日
大
本
と
近
い
は
ず
、
と
推
測
さ
れ
、
宗
祇
の

本
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
　
（
三
）　

正
徹
本
の
受
容

　

三
人
の
共
同
研
究
に
お
い
て
正
徹
本
と
の
校
合
が
行
わ
れ
た
と
し
た
が
、
そ
の
校

合
は
、
一
挙
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
取
り
上
げ
る
巻
ご
と
に
進
め
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
。
よ
っ
て
、
講
釈
開
始
時
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
）
に
は
正
徹
本
は

未
受
容
と
し
、
共
同
研
究
の
終
了
時
点
（
文
明
一
八
年
六
月
一
八
日
）
で
は
正
徹
本

と
の
校
合
が
完
結
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
各
人
の
研
究
に
よ
っ
て
、
年

月
の
経
過
と
と
も
に
正
徹
本
の
本
文
は
新
本
文
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

紅
梅
本
の
親
本
で
あ
る
上
﨟
局
本
の
成
立
し
た
の
は
明
応
四
年
1495
六
月
一
日
で
あ

る
が
、
紅
梅
本
の
青
表
紙
本
化
が
共
同
研
究
終
了
時
よ
り
も
進
ん
で
い
る

（
29
）

の
で
、

こ
の
間
に
は
他
本
と
の
校
合
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
正
徹
本
の
受
容
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度
は
、
共
同
研
究
の
終
了
時
点
よ
り
も
某
か
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

　

紅
梅
本
の
親
本
で
あ
る
上
﨟
局
本
の
成
立
年
が
分
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
肖

柏
本
は
、
成
立
年
を
は
じ
め
成
立
事
情
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
い
ま
分
か
っ
て
い
る

の
は
、
肖
柏
本
は
筆
蹟
か
ら
判
断
し
て
肖
柏
自
筆
で
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
肖
柏
手

沢
本
を
書
本
と
し
て
い
る
ら
し
い
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
正
徹
本
・
紅
梅
本
・
肖
柏
本
・
日
大
本
を
取
り
上
げ
る
。
調
査

し
た
四
本
の
成
立
は
正
徹
本
が
先
ず
成
立
し
、
日
大
本
は
後
尾
に
つ
く
。
紅
梅
本
と

肖
柏
本
の
書
本
と
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

日
大
本
に
つ
い
て
も
参
考
の
た
め
併
せ
て
調
査
し
て
お
く
が
、
日
大
本
の
場
合
、

校
合
本
に
よ
っ
て
は
、
紅
梅
本
の
正
徹
本
受
容
か
ら
脱
し
た
り
、
紅
梅
本
の
正
徹
本

不
受
容
か
ら
正
徹
本
に
一
致
す
る
本
文
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
正
徹
本
と
の
一
致

度
は
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。

　

ど
の
帖
を
取
り
上
げ
る
か
に
当
た
っ
て
は
、『
大
成
』
に
お
い
て
肖
柏
本
が
青
表

紙
本
系
で
は
な
い
と
し
て
所
載
し
て
い
な
い
帚
木
・
花
散
里
・
野
分
・
東
屋
の
四
帖
、

こ
れ
に
対
す
る
青
表
紙
本
系
か
ら
も
四
帖
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
青
表
紙
本

系
か
ら
の
四
帖
は
、
桐
壺
・
夢
浮
橋
の
二
帖
お
よ
び
恣
意
的
選
択
に
よ
る
空
蝉
・
若

紫
と
す
る
。

　

調
査
範
囲
は
、紅
梅
本
の
一
オ
か
ら
五
ウ
ま
で
に
相
当
す
る
範
囲
を
対
象
と
す
る
。

　

正
徹
本
の
本
文
は
、『
大
成
』
の
青
表
紙
本
の
欄
に
校
異
が
あ
る
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
箇
所（
た
だ
し
、書
入
後
に
校
異
が
解
消
さ
れ
る
箇
所
は
省
略
）を
採
取
し
た
。

な
お
、
そ
の
箇
所
に
お
い
て
国
文
研
究
資
料
館
蔵
本
（
請
求
番
号
：
サ
四
／
七
五
／

一
～
五
五
）
と
書
陵
部
蔵
本
（
請
求
番
号
：
20
―
812
―
１
―
Ｅ
）
の
二
本
の
共
通
本

文
を
正
徹
本
の
本
文
と
し
、
二
本
に
校
異
が
あ
る
場
合
は
採
取
し
な
か
っ
た
。

　

調
査
結
果
を
示
す
に
当
た
っ
て
は
、『
大
成
』
頁
・
行
、
正
徹
本
の
本
文
を
挙
げ
、

続
い
て
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
の
順
に
挙
げ
る
。
正
徹
本
に
付
し
た
「
Ａ
」
印

は
正
徹
本
が
『
大
成
』
底
本
と
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
各
本
が
正
徹
本
に
一

致
す
る
こ
と
を「
○
」印
、一
致
し
な
い
こ
と
を「
×
」印
で
示
す
。な
お
、「
×
」印
・「
○
」

印
の
下
を
二
行
書
き
と
し
右
行
に
そ
の
本
文
、
左
行
に
そ
の
本
文
の
一
致
本
を
示
す

（
一
致
本
の
う
ち
、河
内
本
系
に
は
「（　

）」
を
、別
本
系
に
は
「［　

］」
を
付
す
）
が
、

「
三
」
以
外
の
一
致
本
が
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
、
近
似
本
が
あ
れ
ば
（　

）

内
に
記
す
。
紅
梅
本
に
付
し
た
「
○
」
印
は
肖
柏
本
（
肖
柏
本
の
書
本
が
紅
梅
本
に

先
行
す
る
と
推
測
す
る
場
合
）
の
不
受
容
か
ら
受
容
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
の
調
査
で
の
収
穫
は
、
正
徹
本
と
紅
梅
本
と
日
大
本
と
の
異
文
の
共
有
が
二
例

見
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
異
文
の
共
有
は
、
三
人
の
共
同
研
究
に
お
い
て
正

徹
本
が
確
か
に
校
合
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
【
正
徹
本
と
紅
梅
本
と
日
大
本
と
の
異
文
の
共
有
】

　

野
分
・
夢
浮
橋
の
肖
柏
本
の
こ
れ
ら
の
本
文
は
、
お
そ
ら
く
、
共
同
研
究
後
に
池

田
本
あ
る
い
は
横
山
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
青
表
紙
本
化
さ
れ
た
書
本
を
写
し
た
、

と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
紅
梅
本
は
、
正
徹
本
か
ら
の
受
容
本
文
に
な
っ
て
い

て
、『
大
成
』
で
は
「
三
」
以
外
に
は
見
つ
か
ら
な
い
本
文
で
あ
り
、
正
徹
本
と
紅

梅
本
と
日
大
本
と
に
異
文
の
共
有
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
紅
梅
本
は
確
か
に
正
徹
本

と
校
合
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、三
本
と
も
正
徹
本
と
一
致
し
て
い
て
正
徹
本
を
受
容
し
て
い
る
箇
所
は
、
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表
示
す
る
に
は
多
す
ぎ
る
た
め
記
載
を
省
略
す
る
。

　

そ
し
て
、
三
本
と
も
に
正
徹
本
を
受
容
し
て
い
な
い
箇
所
も
八
例
見
つ
か
っ
た
。

　
【
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
と
も
に
正
徹
本
を
不
受
容
の
八
例
】

  

こ
れ
ら
三
本
と
も
の
受
容
・
不
受
容
の
例
は
、
三
本
の
密
接
さ
を
示
す
と
い
え
る
。

　
【
正
徹
本
・
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
の
八
帖
に
お
け
る
の
調
査
集
計
】   

　

上
欄
に
調
査
結
果
を
集
計
し
て
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
に
は
、
さ
ら
な
る
調

査
が
必
要
と
な
る
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。

六　

日
大
本
に
残
る
『
雨
夜
談
抄
』
の
痕
跡

　

文
明
本
成
立
後
の
一
年
二
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
源
氏
講
釈
の
終
了
後
か
ら
約
一
ヶ
月

半
経
過
し
た
文
明
一
八
年
1486
八
月
四
日
条
の
『
公
記
』
に
「
抑
宗
祇
新
写
源
氏
物
語

外
題
∧
五
十
四
帖
∨ 

今
日
染
筆
了
」
と
あ
る
と
お
り
、
源
氏
講
釈
で
の
成
果
の
加

わ
っ
た
新
た
な
宗
祇
手
沢
本
②
が
作
成
さ
れ
た
。
宗
祇
手
沢
本
①
は
文
明
本
の
書
本

で
あ
り
、
文
明
本
成
立
の
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
源
氏
講
釈
で
は
正
徹
本
と
の
校
合
に

よ
る
本
文
の
検
討
も
行
わ
れ
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
手
沢
本
へ
は
本
文
校
訂
の
た
め
の

書
入
れ
も
増
加
し
、
ま
た
他
の
書
入
れ
も
加
わ
り
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
宗
祇
手
沢
本
①
が
清
書
的
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
題
簽
を
実
隆
が
書
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
宗
祇
手
沢
本
②
が
成
立
し
た
時
を
一
年
余
り
遡
る
文
明
一
七
年
1485
七
月
（
講

釈
開
始
後
三
ヶ
月
余
り
経
過
し
た
頃
）
に
帚
木
巻
の
講
釈
も
終
わ
り
、
そ
の
成
果
の

盛
り
込
ま
れ
た
宗
祇
著
『
雨
夜
談
抄
』（『
帚
木
別
注
』
と
も
）
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
『
雨
夜
談
抄
』
に
つ
い
て
、
所
引
本
文
の
中
の
大
島
本
と
の
異
文
が
比
較
的
大

き
い
と
さ
れ
る
一
八
箇
所
を
取
り
上
げ
た
上
野
氏
の
調
査
が
あ
る

（
30
）。

そ
の
な
か

か
ら
次
の
③
⑪
の
二
箇
所
を
引
用
し
、
末
尾
へ
日
大
本
の
調
査
を
加
え
る
。
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こ
の
二
箇
所
は
、『
雨
夜
談
抄
』・
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
が
同
文
の
箇
所

で
あ
る
。
し
か
し
③
の
日
大
本
は
、
補
入
後
本
文
が
同
文
と
な
る
の
で
あ
り
⑪
と
は

事
情
が
異
な
る
の
で
検
討
対
象
か
ら
外
し
、
唯
一
残
っ
た
⑪
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
西
家
関
連
本
に
あ
た
る
と
、
公
条
本
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
山
岸
文

庫
）・
実
枝
本
は
日
大
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
紅
梅
本
が
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

で
あ
る
。
こ
の
紅
梅
本
の
本
文
状
況
か
ら
は
、
実
隆
が
原
態
文
明
本
「
は
ひ
か
く
れ

ぬ
か
し
」
を
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」（
未
詳
本
）
で
校
訂
し
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
元
の
本
文
を
イ
注
と
し
て
残
す
こ
と
と
し
、「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
書

入
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
書
入
文
明
本
を
書
写
し
た
の
が
上
﨟
局
本
で
あ

り
、そ
の
際
に
は
本
行
に
付
さ
れ
た
イ
印
に
従
い
、「
か
し

イ
」
を
注
記
と
し
て
写
し
、

校
訂
さ
れ
た
本
行
本
文
と
し
て
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
31
）。

上

﨟
局
本
は
、
そ
の
成
立
（
明
応
四
年
1495
）
以
前
に
帚
木
の
巻
が
既
に
書
写
さ
れ
て
い

た
と
し
て
、
当
時
の
書
入
文
明
本
は
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
日
大
本
の
本
文
は
原
則
と
し
て
書
入
文
明
本
を
書
写
す
る
こ
と
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
だ
け
の
箇
所
が
多
い
の
で
、
日
大
本
は
イ
注
付
き
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

か
イ
注
な
し
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
「
は

ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
長
享
元
年
1487

の
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
と
の
校
合
で
あ
る
。
宗
祇
が
正
本
を
持
参
し
た
翌
日
に

実
隆
は
文
明
本
へ
の
書
入
れ
を
行
う
。
お
そ
ら
く
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
未
詳
本
と
は
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
で
は
な
か
っ

た
か
。明
応
四
年
の
上
﨟
局
本
成
立
の
こ
ろ
の
こ
の
箇
所
の
書
入
文
明
本
は
ま
だ「
は

ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
大
本
成
立
ま
で
の
何
時
の
時

点
か
で
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
が
実
は
正
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
確
認
が
得

ら
れ
、
書
入
文
明
本
の
「
る
」
と
「
イ
」
を
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
文
を
元
の

本
文「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」へ
と
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。本
文
の
流
れ
を
略
示
す
る
。

　

⑪
は
、
耕
雲
本
を
引
き
継
い
だ
原
態
文
明
本
と
『
雨
夜
談
抄
』
の
本
文
が
肖
柏
本

に
も
受
け
継
が
れ
た
が
、
紅
梅
本
が
書
写
さ
れ
た
段
階
で
は
未
詳
本
（
お
そ
ら
く
は

宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
）
の
本
文
に
校
訂
さ
れ
、
そ
の
後
も
と
の
本
文
が
よ
び
戻

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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③　

こ
れ
は
二
の
町
の　
　
（
雨
肖
書
）
―
二
の
ま
ち
の
（
大
耕
）　　
　
　
　
　
　
　
『
大
成
』
三
六
頁
⑭　

こ
れ
は

9

9

9

二
の
ま
ち
の
（
日
）

⑪　

は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し　
（
雨
肖
書
耕
）
―
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
お
り
か
し
（
大
）　　
『
大
成
』
四
四
頁
⑨　

は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
（
日
）

1485
年
の
原
態
文
明
本
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」 

→ 

1487
年
宗
祇
い
う
正
本
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
で
校
訂
す
る
も
元
の
本
文
を
イ
注
と
し
て
残
し
書
入
文
明
本
「
は
ひ
か

く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
な
る 

→ 

1490
年
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
上
﨟
局
が
帚
木
巻
を
書
写
し
、
そ
れ
を
紅
梅
本
が
書
写
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

と
な
る 

→ 

正
本
で
は
な
か
っ
た
と
判

明
し
て
も
と
の
本
文
に
戻
す 

→
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」
と
な
る
。



七　

肖
柏
本
と
肖
柏
古
本

　

肖
柏
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

ま
ず
、
三
人
共
同
の
『
源
氏
』
研
究
の
始
め
を
文
明
一
七
年1485

閏
三
月
二
一

日
と
し
た
。
そ
し
て
、
勝
仁
親
王
・
邦
高
親
王
の
書
写
が
行
わ
れ
た
文
明
一
八
年

一
〇
月
を
以
て
青
表
紙
本
化
の
一
応
の
完
成
と
み
る
。
実
隆
が
家
本
売
却
後
の
家
本

再
生
に
際
し
て
上
﨟
局
本
を
複
数
回
書
本
に
採
択
し
て
い
て
、
実
隆
が
青
表
紙
本
化

の
ピ
ー
ク
時
の
本
文
と
認
識
し
て
い
た
の
は
、
明
応
四
年
1495
成
立
の
上
﨟
局
本
で
あ

る
。「
三
の
（
四
）
河
内
本
系
本
文
か
ら
青
表
紙
本
系
本
文
へ
」
で
の
調
査
の
集
計

を
参
照
す
る
と
、
紅
梅
本
の
本
文
は
講
釈
の
終
了
し
た
文
明
一
八
年
時
よ
り
も
若
干

　

耕
雲
本
の
本
文
が
、
そ
し
て
『
雨
夜
談
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
宗
祇
手
沢
本
の
本
文

が
、
実
隆
の
文
明
本
を
経
由
し
て
結
局
は
日
大
本
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
大

本
と
肖
柏
本
の
記
憶
と
し
て
『
雨
夜
談
抄
』
の
本
文
が
、
さ
ら
に
遡
っ
て
耕
雲
本
の

本
文
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
に
よ
る
『
源
氏
』
研
究
の

出
発
点
（
文
明
一
七
年
1485
）
に
あ
っ
た
耕
雲
本
の
要
素
は
、
折
々
の
本
文
校
訂
に
よ

り
青
表
紙
本
に
置
き
換
わ
ら
れ
、
紅
梅
本
に
、
現
存
の
肖
柏
本
に
、
ま
た
日
大
本
に

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
本
に
は
、
な
お
耕
雲
本
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
概
観
」
を
図
に
し
て
示
し
て
お
く
。
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の
青
表
紙
本
化
の
加
わ
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
肖
柏
は
、
第
二
次
『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
成
立
（
長
享
三
年
1489
）
後

の
明
応
五
年
1496
に
手
沢
本
④
を
新
調
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
手
沢
本
③
へ
の
書
入

れ
が
増
え
た
た
め
新
調
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

手
沢
本
④
の
新
調
か
ら
さ
ら
に
時
が
流
れ
、
肖
柏
は
永
正
七
年
1510
六
月
一
六
日
に

『
源
氏
物
語
聞
書
』を
実
隆
に
貸
し
出
し
て
い
る（『
公
記
』）。伊
井
春
樹
氏
に
よ
れ
ば
、

『
源
氏
物
語
聞
書
』
が
流
布
す
る
に
つ
れ
肖
柏
は
貸
出
用
の
も
の
も
用
意
し
、
貸
し

出
し
て
い
た
と
い
う

（
32
）。

貸
出
用
の
本
ま
で
準
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
肖
柏

の
潤
沢
な
経
済
状
況
が
し
の
ば
れ
、『
源
氏
』
手
沢
本
に
関
し
て
も
、
度
々
新
調
で

き
た
こ
と
も
肖
柏
に
と
っ
て
は
、
自
然
な
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

続
け
て
、
伊
井
氏
に
よ
る
と
、
実
隆
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
書
写
を
進
め
な

が
ら
注
記
も
加
え
て
い
き
、「
永
正
七
年
八
月
一
七
日
書
写
了
の
草
稿
本
を
『
弄
花

抄
』
と
呼
び
、
後
日
現
存
本
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
っ
た
」（

33
）

よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
伊
井
氏
の
御
指
摘
の
う
ち
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
國
學
院
大
学
蔵
『
源
氏

物
語
聞
書
』
の
須
磨
に
「
同
（
永
正
）
一
二
年
九
月
一
覧
了
」・
松
風
に
「
文
明

一
八
六
十
六
左
合
点
了
／
永
正
二
九　

永
正
同
六
九
月
重
加
筆
了
／
同
十
年
五
月
一

読
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「『
弄
花
抄
』
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、肖
柏
は
自
分
の
『
源
氏
物
語
聞
書
』
を
破
棄
す
る
こ
と
な
く
あ
た
た
め
て
い
た
」

と
さ
れ
る
点
（
三
四
七
頁
）、
さ
ら
に
「
そ
の
後
も
さ
ら
に
所
々
の
不
備
を
た
だ
し
、

永
正
十
六
年
に
は
料
簡
に
新
た
な
年
数
を
付
記
し
た
。（
中
略
）
彼
は
、
三
十
年
間

も
加
筆
訂
正
を
持
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」（
三
四
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　

肖
柏
の
永
正
七
年
の
近
衛
尚
通
邸
で
の
源
氏
講
釈

（
34
）

は
自
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』

を
携
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
國
學
院
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
聞
書
』

の
記
事
を
参
照
す
る
と
、
講
釈
を
行
い
つ
つ
加
筆
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
三
人
共

同
の
本
文
面
で
の
『
源
氏
』
研
究
終
了
後
に
は
、『
源
氏
』
の
系
図
の
研
究
に
つ
い

た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
経
て
、
宗
祇
は
、『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』（
明
応
九

年
1500
）
を
実
隆
と
も
相
談
し
て
執
筆
し
た
。
こ
の
後
、
最
後
の
旅
に
出
て
、
文
亀
二

年
1502
に
箱
根
に
て
没
し
た
と
い
う
。
残
る
実
隆
・
肖
柏
の
二
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
講

釈
を
行
い
つ
つ
注
釈
書
執
筆
に
勤
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

本
文
の
青
表
紙
本
化
に
は
も
う
専
念
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
長
享

元
年
1487
に
宗
祇
の
正
本
の
持
ち
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
時

に
は
本
文
校
訂
も
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
肖
柏
が
明
応
六
年
1497
に
手
沢
本
④
を
作
成

し
た
の
は
、
手
沢
本
③
作
成
（
文
明
一
八
年
1486
）
の
約
一
一
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
間
の
成
果
が
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

記
録
に
残
っ
て
い
な
い
の
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
の
後
の
肖
柏
の
『
源
氏
』
新
写

は
聞
か
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
手
沢
本
④
が
肖
柏
最
後
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
か
。

日
大
本
に
親
近
し
て
い
る
現
存
肖
柏
本
は
こ
の
手
沢
本
④
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
的

に
写
し
た
本
な
の
か
、
と
想
像
が
膨
ら
む
。
手
沢
本
④
か
ら
肖
柏
本
が
出
て
い
る
と

仮
定
す
れ
ば
、
肖
柏
古
本
と
は
、
手
沢
本
③
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

実
隆
は
、
日
大
本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
家
本
の
作
成
に
際
し
て
肖
柏
古
本
を
重

ん
じ
、
最
後
の
仕
上
げ
に
校
合
し
て
い
る

（
35
）。

実
隆
は
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
肖

柏
古
本
を
求
め
た
の
か
。『
公
記
』
の
大
永
七
年
1527
四
月
一
二
日
条
を
引
用
す
る
。

宗
瑎
来 

夢
庵
去
四
日
入
滅
之
由 

自
堺
申
之
云
々 

八
十
五
才 

三
四
日
小
悩
滅

云
々 
嗚
呼 

自
少
年
其
交
久
矣 

光
源
氏
物
語
宗
祇
他
行
之
時
多
以
此
人
令
読
之 

其
恩
重
者
也 
可
惜
可
憐
々
々
々
々
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宗
祇
が
文
亀
二
年
1502
に
死
去
し
て
四
半
世
紀
後
、
今
度
は
肖
柏
が
旅
出
っ
た
。
肖
柏

が
永
正
一
五
年
1518
に
堺
に
移
住
し
て
い
た
の
で
、肖
柏
死
去
の
報
も
遅
れ
て
届
い
た
。

遺
愛
の
肖
柏
古
本
は
、
肖
柏
が
死
去
し
て
約
二
年
半
後
の
享
禄
二
年
1529
一
〇
月
五
日

に
実
隆
の
も
と
へ
借
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

実
隆
は
日
大
本
の
書
本
の
大
部
を
姉
小
路
本
に
求
め
た
が
、
姉
小
路
本
は
上
﨟
局

本
（
南
御
方
本
）
の
兄
弟
本
で
あ
り
、
こ
れ
は
信
頼
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
ろ
う
。

花
宴
お
よ
び
姉
小
路
本
を
書
本
に
し
た
以
外
の
帖
は
、文
明
本
（
Ａ
本
）
か
ら
三
度
・

四
度
と
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

（
36
）。

書
写
を
重
ね
た
こ
れ
ら
の
書
本
は
信
頼
度

が
姉
小
路
本
に
比
べ
る
と
劣
る
。
上
﨟
局
本
の
書
本
で
あ
っ
た
実
隆
の
所
持
本
と
近

似
本
文
で
あ
る
は
ず
の
肖
柏
手
沢
本
③
を
用
い
て
校
合
す
る
必
要
を
感
じ
、
肖
柏
手

沢
本
③
す
な
わ
ち
肖
柏
古
本
を
求
め
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
記

（
１
）	

上
野
英
子
氏
著『
源
氏
物
語 

三
条
西
家
本
の
世
界
―
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
』

（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
）
の
「
第
三
部 

三
条
西
家
源
氏
物
語
の
世
界
」、
お
よ

び
、
拙
稿
「
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」（「
名
古
屋
平
安
文
学

研
究
会
会
報
」
三
四
号
、
二
〇
一
一
・
三
）
参
照
。

（
２
）	

金
子
金
次
郎
氏
『
連
歌
師
と
紀
行
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
）
八
一
頁
。

（
３
）	

横
井
金
男
氏
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
）
で
は
、
古

今
伝
授
に
際
し
て
受
講
者
が
最
初
に
行
う
べ
き
事
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
書
写
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
講
釈
者
と
受
講
者
の
テ
キ
ス
ト
を
同
じ
も
の
と
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
類
推
し
て
源
氏
講
釈
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
テ

キ
ス
ト
は
、
書
入
れ
や
書
写
な
ど
に
よ
っ
て
同
一
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
宗
祇
・

肖
柏
・
実
隆
の
三
人
が
準
備
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
大
覚
寺
義
俊
や

九
条
稙
通
へ
の
公
条
の
源
氏
講
釈
の
際
は
、
テ
キ
ス
ト
の
準
備
が
出
来
な
か
っ
た

紹
巴
は
単
な
る
聴
聞
者
で
あ
っ
た
が
、
紹
巴
へ
の
公
条
の
源
氏
講
釈
（
永
禄
五
年

一
〇
月
か
ら
同
六
年
一
二
月
以
前
）
に
際
し
て
は
、
公
条
所
持
本
（
日
大
本
に
該

当
す
る
）
と
の
校
合
を
許
さ
れ
、
師
の
テ
キ
ス
ト
と
の
同
一
化
が
図
ら
れ
た
。（
拙

稿
「
紹
巴
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て 

―
夢
浮
橋
の
調
査
を
中
心
に
し
て
―
」、

潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
「
年
報
」
〇
九
号
。
二
〇
一
一
・
三
）
参
照
。

（
４
）	

上
野
英
子
氏
著
一
八
〇
頁
以
下
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
稿
者
も
、
今
回
、『
雨
夜

談
抄
』
を
調
査
す
る
。
取
り
上
げ
る
の
は
、
国
文
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
に

よ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
校
異
の
あ
る
箇
所
は
外
し
た
。
次
に
掲
出
す
る
Ａ
・

Ｂ
に
引
用
本
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
Ａ
は
一
字
下
げ
の
解
説
文
が
続
く

こ
と
か
ら
明
白
で
あ
り
、Ｂ
に
は
末
尾
に「
と
は
」と
あ
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。

Ａ	

光
源
氏
名
の
み
こ
と
く
し
う
い
ひ
け
た
れ
給 

と
か
お
ほ
か
る
（
中
略
）	

し
の
ひ
給
へ
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を
（
後
略
）（
２
オ
１
）

Ｂ	

し
の
ひ
給
ひ
け
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を（
中
略
）物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
と
は（
４

オ
６
）

	

同
一
本
文
を
引
用
し
た
Ａ
Ｂ
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
で
は
、「
給
へ
る
」
と
「
給

ひ
け
る
」
の
差
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
宗
祇
の
講
釈
は
、
非
常
に
好
評
を
博
し
た
が
、

宗
祇
は
引
用
本
文
の
正
確
さ
に
は
無
頓
着
で
、
講
釈
は
物
語
の
解
説
に
重
点
が
置

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）	
注 （
２
）
所
載
の
金
子
氏
著
。 

（
６
）	『
公
記
』
文
明
八
年
八
月
一
九
日
条
に
「
晩
頭
肖
柏
来
話 

源
氏
物
語
夢
浮
橋
巻
可

令
書
写
之
由
先
日
被
懇
望 

自
昨
夕
立
筆 

今
日
終
功 

直
遣
之
了
」
と
あ
り
、
そ
れ

ま
で
使
用
し
て
き
た
肖
柏
手
沢
本
を
書
本
に
し
て
寄
合
書
で
新
写
さ
れ
、
実
隆
は
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夢
浮
橋
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
７
）	
文
明
一
八
年
二
月
二
日
条
に
「
今
日
宗
祇
所
望
桐
壺
巻
終
書
功
」、
同
年
八
月
四

日
条
に
「
抑
宗
祇
新
写
源
氏
物
語
外
題
∧
五
十
四
帖
∨ 

今
日
染
筆
了
」
と
あ
る
。

（
８
）	『
公
記
』
文
明
一
八
年
一
〇
月
八
日
条
に
「
肖
柏
所
望
之
源
氏
物
語
外
題
∧

五
十
四
帖
／
分
∨
染
筆
」
と
あ
る
。

（
９
）	

松
原
一
義
氏
論
文
、
稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
の
内
と
外
』（
風
間
書
房
、

一
九
八
七
）
所
収
。

（
10
）	

長
谷
川
千
尋
氏
論
文
「
連
歌
俳
諧
研
究
」（
一
三
九
号
。
二
〇
二
〇
・
九
）
所
収
。

（
11
）	

伊
井
春
樹
氏
著
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
）

一
六
九
頁
～
一
七
一
頁
。

（
12
）	

加
藤
洋
介
氏
「
了
俊
・
兼
良
の
源
氏
物
語 
―
書
陵
部
蔵
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」
四
七
巻
、
一
九
九
九
）

（
13
）	

注 （
７
）
に
同
じ
。

（
14
）	

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
弄
花
抄
』。

（
15
）	

注 （
８
）
に
同
じ
。

（
16
）	

注 （
３
）
に
同
じ
。

（
17
）	

注 （
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
前
掲
書
二
二
六
頁
・
三
一
五
頁
参
照
。

（
18
）	

上
野
英
子
氏
「
山
岸
文
庫
蔵
「
畊
雲
本
源
氏
物
語
」
解
題
」（「
年
報
」
一
五
号
、

一
九
九
六
・
三
）。
な
お
、
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
現
存
の
実
践
山
岸
文
庫
本
に

つ
い
て
は
、「
澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
が
④
延
徳
書
写
本
（
親
長
筆
）、
二
四
冊
は
②

文
明
書
写
本
（
親
長
筆
）、
補
写
二
七
冊
」
と
あ
る
。

（
19
）	「「
新
出
資
料
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
中
心
と
し
た
三
条
西
家
源
氏
物
語
本
文
の　
　

再
構
築
に
関
す
る
研
究
」
月
例
研
究
会
」（
二
〇
二
一
・
一
二
）
で
の
発
表
時
に
、

上
野
英
子
氏
よ
り
こ
の
記
事
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。『
看
聞
御
記
』
は
、
続

群
書
類
従
補
遺
２
下
に
よ
る
。

（
20
）	

応
仁
の
乱
勃
発
の
四
年
半
後
に
あ
た
る
文
明
二
年
1470
七
月
二
八
日
条
（『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』）
の
長
谷
寺
に
預
け
た
荷
物
の
内
に
「
源
氏
一
合
」
が
あ
り
、
文

明
二
年
一
二
月
二
〇
日
条
（『
同
』）
の
長
谷
寺
か
ら
取
り
寄
せ
た
荷
物
の
内
に
「
源

氏
一
合
」
が
あ
る
。

（
21
）	

注 （
17
）
に
同
じ
。

（
22
）	

注 

（
４
）
参
照
。［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］
の
表
で
は
№
14
・
25
・

37
に
宗
祇
の
誤
写
が
疑
わ
れ
る
。

（
23
）	

伊
井
春
樹
氏
編 

『
源
氏
物
語 

注
釈
書
・
享
受
史 

事
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
一
）
三
七
五
頁
に
よ
る
。

（
24
）	

実
隆
が
約
五
年
二
ヶ
月
間
、
家
本
と
し
て
使
用
し
た
本
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
注

（
１
） 

所
載
の
拙
稿
で
論
じ
て
い
る
。

（
25
）	

こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
、『
耕
雲
本
奥
書
及
跋
歌
』（
東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
、

現
写
本
、
一
冊
）
が
あ
る
。

（
26
）	『
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
２
』（
一
九
七
三
）

（
27
）	

注 （
19
）
所
載
の
月
例
研
究
会
（
二
〇
二
一
・
一
二
）
で
の
発
表
時
に
、
上
野
英
子

氏
よ
り
こ
の
記
事
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。

（
28
）	

加
藤
洋
介
論
文
、「
国
文
学
」
46
―
14
、
二
〇
〇
一
・
一
二
。

（
29
）	

注 （
17
）
に
同
じ
。

（
30
）	

注 （
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
前
掲
書
一
八
七
頁
。

（
31
）	
拙
稿
「
三
条
西
家
本
『
源
氏
物
語
』
の
実
隆
に
よ
る
校
訂 

―
本
注
と
本
無
注
を
め

ぐ
っ
て
―
」（「
中
京
国
文
学
」
三
一
号
、二
〇
一
二
・
三
）
で
論
じ
て
い
る
。
な
お
、

七
五
頁
下
欄
の
「
９
」
の
例
は
削
除
す
る
。

（
32
）	

伊
井
春
樹
氏『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
〇
一
）三
四
七
頁
。
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（
33
）	

注 （
11
）
所
載
の
伊
井
氏
前
掲
書
の
三
五
二
・
三
五
三
頁
。

（
34
）	
注 （
11
）
所
載
の
伊
井
氏
前
掲
書
の
三
四
六
頁
。

（
35
）	『
公
記
』
享
禄
二
年
一
〇
月
五
日
条
に
「
自
能
洲
源
氏
本
被
借
送
之 

夢
庵
所
持
之

古
本
也 
先
日
予
所
望
者
也
」
と
あ
る
。

（
36
）	

拙
稿
「
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」（「
名
古
屋
平
安
文
学
研
究

会
会
報
」
第
三
四
号
、
二
〇
一
一
・
三
）
で
論
じ
た
が
、
結
論
に
代
え
て
掲
げ
た

図
表
を
、本
書
所
収
の
拙
稿
「
上
﨟
局
本
『
源
氏
物
語
』
写
し
の
二
本
を
め
ぐ
っ
て
」

の
注 

（
24
）
に
転
載
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
図
表
に
は
、
書
本
の
転
写
回
数
を

記
し
て
い
る
。
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